

エロ本買ったら最強転生～～



僕以外女子の魔王学園ハーレム！
 　

　　　　著者やきそばぱんつ

　

この物語はフィクションです。実在の人物団体とは一切関係ありません。

　

　

　

　僕は今死にかけている。

多分このまま死ぬんだろう、自転車に乗って軽快に飛ばしていたら、突然横合いから車が飛び出してきてドッカーンってやつだよ。

いやーあれだね。凄い衝撃だね、何か身体も曲がっちゃいけない方向に曲がってるし、正直ぐろいわー

　

　大体ね、死に方がよくないよこれ。

　

　僕はさ、今エロ本買った帰り道だったわけですよ。

１０冊ぐらい買ったんですよ、友達に頼まれて色々まとめて買ってきたわけ。

ロリ系と妹モノと女子中学生モノと人妻モノと熟女モノとあー……買った本のジャンルはどうでもいいわ！

頼むぜー神様ー俺ってまだ童貞なんですよー、まだ死にたくないよー、童貞のまま死にたくないよー。

神様、今まで使う機会が無かった割りにかなり巨大な息子の今までの存在意義はどうなってるんだ、ただでかいだけで終わるのかよ。

だったら小さくても良かったよ……このでかさの所為で授業中何かの拍子に突然勃起してしまった時誤魔化すの大変だったんだぞ。

ところでの僕の死に方まずくないですか？何かエロ本袋から出ちゃってるし…血に染まったエロ本、猟奇系のジャンルに見えるじゃないか――――自分がそんな特殊な性癖だなんて誤解されたら死ぬほど恥ずかしいな。

まぁその氾濫したエロ本の馬鹿馬鹿しさでこんな状況だってのに、意外と冷静に頭が回ってるんですけどね。

　

　というかこれ大丈夫かな？　警察の人が見たら性犯罪者の可能性を疑われて自宅捜索とかされないかな？　押入れにあるエロゲーだけは見て欲しくないんだよ。

というか僕を轢いたであろう人物が車から降りて俺の傍に駆け寄ってきた、そしてぶちまけられている多彩なジャンルのエロ本を見て若干引いてる……糞ぉ、黒髪ロングの美人にそんな冷たい目で見られたらはぁはぁしちゃうじゃねぇか、多分の死の間際の生殖本能だろう、彼女の姿を見て凄く勃起してる。

なんて悲しい男の性なんだ。

　

　そんなくだらない事考えている内に完全に意識を失った。

　何だろう。

目が覚めたと思ったら何か変な空間にいる。

一言で言うなら【白】。

何にも無い真っ白な空間だ、こんな所にいたら気が狂いそうだな、精神と時の部屋みてーだ……

「オス、おらカカロット！　地球人を滅ぼしにやってきたぞ！」

　

……忘れてくれ。

　

　皆にも経験があるだろう？　ちょっと面白い事言ったら、冷房の音だけが部屋に響くほどすべるこの状況、糞ぉ顔から火が出るほど恥ずかしいです。

忘れてください、頼むから。

「何を言っているのだ……？」

そんな声と共にふわふわした布切れを身体に巻きつける美幼女が現れたではないか。

「こんな何もない空間でも他に人間がいると思うだけで心が温かくなるね、大丈夫、二人でこれからアダムとイブの様に人類を繁栄させていこうじゃないか、僕は童貞だけど、無駄に性知識があるからきっと君を満足させられると思うよ」

「黙れ変態」

「おぐぉぉぉ！！！」

あそこを蹴られた。

痛いです、凄く。

「あのな、お前の様な下等な人間とまぐまうなど天地が引っくり返ってもないわ、わかったらその汚いものを鎮めて、耳の穴かっぽじって私の話を聞くが良い」

うぅ、凄くＳっ気のある女の子だ、これはこれでアリだけど。

「いいか、お前は今度は前とは別の世界に転生してもらう、わかったらブヒって言ってみろこの豚が！！！」

パシーンと彼女が纏っているふわふわの布が伸びて僕の尻を叩いた。

「ブヒーーーブヒヒーン！！　もっとぉーーー！！！」

ちょっと彼女のノリに乗っかってみた、決して僕がド変態な訳ではありません。

「……うわ、ちょっと引いちゃった……」

「酷いよ！　そっちが振ったんじゃないか！」

「いや、やるとは思わなかったから……地球の人間って何時の間にか凄い堕落してたんだね、こんどまた粛清した方が良いかな？　前は大洪水だったから今度は何か変化を加えたいよね」

もしかして僕の所為で地球の皆様方にご迷惑をお掛けしたかもしれません。

深くお詫び申し上げます。

「ちなみに転生先なんだが、何か希望があるか？　もしあるなら時間が無いから手早く頼むぞ」

「えーとファンタジーがいいです！　魔法とか使える！　後物凄い才能ください！　余裕で世界最強の！

後、子供の頃から自分で鍛えるのとかめんどくさいからある程度育った状態でお願いします！　その時にできれば凄い美人が一杯なハーレムもお願いします！」

「求めるねー、求めよさすれば救われんとか、言っちゃった事もあるけどここまで要求多いのは久しぶりだよー、やっぱりこりゃ後で粛清しとこー」

ありゃ、これで粛清確定してしまったか。

まぁ、いいやどうせ次生まれる所は別の世界だし。

「さて、お前の希望を叶える人物を今探したところ二人いるな、一人は勇者でもう一人は魔王と呼ばれている。　どっちにする？」

「……う～～ん、悩むナーー」

勇者とかは和姦が中心なんだろうけど、魔王だったら嫌がる女の子を無理矢理みたいなシュチュエーションを楽しめそうだ。

正直両方の立場が欲しいな。

「両方で！」

「欲張るのー、二兎追うものは一兎も得ずって言葉がお前の生まれた国はあるだろう？」

「一石二鳥という言葉もあります」

「あれは、最初から二羽の鳥を狙っていた訳ではないんだから、この場合には適応しない」

「さすが神様、博学ですね！　パンツ見せてくれませんか！」

「死ね変態」

「おぐろぉぉぉ！！！」

褒めたら見せてくれるかと思ったけど、やっぱり神様のパンツはそんなに安くないか。

「そもそも、パンツなぞはいておらんわ」

「何でスト……」

このひとノーパンかよ、胸が熱くなるな。

「決めましたよ！　神様、転生するのに何の特典もいりません！　そのかわりノーパン見せてください！」

「ふざけんな変態！」

「オグロォンォゥゥ！！」

やばいよ。僕の息子もう生殖機能失ってしまうぐらいのダメージを受けたんじゃないだろうか……

「あ、やばいのそろそろ時間じゃ。　どうしようかの、魔王と勇者。そうじゃな、おぬしの希望通り両方やらせてみるのも面白いかも知れんな！」

「え？　本当ですか？」

「うん、頑張れ変態。　応援してるぞ！」

　

その一言と共に俺はまた意識を失った。

　

神様side

　

　全く不愉快な変態だった、そもそも本来ならこんな風に一人の人間の転生先を決めるなど、下っ端の天使の仕事なのだが、今回は少々事情が違った。

普通なら肉体を失った魂はそのまま消えるか、成熟していると次の存在に生まれ変わる事ができる、人間などは神の段階に至るまでに天文学的な転生回数が必要になるのだが、何故か先程ここを訪れた変態はその過程をすっとばして、真なる神である私しか入る事ができないこの【白の間】に入ってきたのだ。

それは彼の魂が神の段階まで到達したという証明。

実際は彼と自分は契りを交わして、小さき神々を生み出す筈だったのだが、あの変態的な言動を見てしまった以上、そんな気はなくなった。

今まで散々期待していた自分の伴侶があんな変態だなんて認めたくない。

「とにかく、なんとか助かったわ……」

願う事なら、死んでここに戻ってくるときはもうちょっとましな人間になってくれているといいのだが。

さて、そういえばあの変態を作り出した世界に対する粛清をしなければならんのじゃったな、次は何が良いかの～、悩むの～～。

神は悩んだ、悩んでいるうちにほかの事も悩んだ。

そして元々何を悩んでいるのかは忘れてしまった。　神なのに。

　

　

　

　

生後０ヶ月～～

　

　はっきりとした意識があるのに感覚は妙にぼんやりとしている。

おそらく、僕はあの神様が言っていた通り、生まれ変わったんだね。

唯、残念な事は恐らくその記憶を保つ事は難しいって事。

まだ生まれたての赤子の状態ではこの自我を保つ事はできるのだろうか。

恐らくあと何日かすれば前世の記憶も殆ど忘れてしまい、殆どただの赤ちゃんになってしまうんじゃないかな。

そうなると前世の知識を活かして俺つえーーモードも難しいかもしれない、世の中ってままならないね……

つうか、あの神様話が違うよ……

ある程度育った状態で頼んだのに、これじゃ自分で鍛えたりしないといけなくなるじゃないか。大体この意識もいつまで残ってるのかわかんねーから、もしかしたら凡人に育つかもな。あの嘘つきめ。　最後にノーパンも見せてくれなかったし、良いとこひとつもねーわあの神は。マラソンの時とかに下に着てるものが全部ずりおちてる事に気づかないまま完走すればいいのに。

　

生後１ヶ月目～～～

　

　ばぶばぶばぶばぶ～～～

　

生後２ヶ月目

　

　ばぶ？　ばぶ？　ばぶばぶばぶ～～～。

　

生後３ヶ月目

　

　ばぶ……ばぶ……

　

生後４ヶ月目

　

　バブーーー！！　ビャーーーン！！

　

生後５ヶ月目

　

　いやーー驚いたね。

どうやら記憶はそのまま残るみたいだ、これはかなり異常な事だよ？

考えても見てくれよ、ライトノベルなんかじゃ普通に転生主人公が前世の記憶を持ったまま成長するけどさ、それって有り得ると思う？

よく考えても見てくれ、生まれた赤子ってのは本来まだ自我も目覚めていない筈なんだぜ？

さて、という訳で柄にも無く自分の状況を考察してみたわけだけど。

「何かキャラ変わってない？」と思うかもしれないが、人という生き物は単純ではない、裏と表、いや多種多様な自分の在り方から、その場に適した自分を引き出していくのが現代人の生き方というもの。

ま、俺がそこそこ変態なのは事実だけど、２４時間変態性を維持してる方がおかしいだろう？　そういう人間は生きにくい社会でしたよ、日本って。

ＨＥＮＴＡＩ文化じゃ世界中で有名だってのに、何で変な見栄をはるのかね？

　

　人類皆変態！　それでいいじゃないか！　

変態万歳だよ！

　

　大体変態ってのはそんなに悪いもんじゃないんだよ？　

そりゃたまに皇居に裸で突撃するよう馬鹿もいるから誤解されがちだけどね、あれは変態じゃないよ。

唯の犯罪者だ。

まぁ重度の変態と犯罪者の見分けは相当な経験を積まないと難しいんだけど、だからといってちょっと変態チックな人を避けるのはやめてほしい。

直接交流しているわけでもないのに、人のことを決め付けるというのは君という人間の可能性を狭める事に繋がるからね。

そりゃね、街中で突然コートを幼女の前でがばっと広げるおじさんと交流しろとは僕は言わないよ？

でもね、彼等だってそれなりに苦悩している事はわかってあげてほしい。

例えばこれは僕の知り合いの露出狂のＴさんの話なんだけど、彼は奥さんは俗に言う鬼嫁ってやつでね、毎日仕事から帰宅するとまず一回釘付きケツバットを喰らうんだよ。

Ｔさんの性癖はどちらかというとＭ寄りではあるけど、本人的にはどＳだと公言している人だからこれはとてもつらいんだ。

奥さんはどＳどころか最早拷問のスペシャリストと言ってもいいぐらいの人で

（何でもかつてはどこかの国で傭兵として雇われてた経験もあるそうだよ）

正直そのケツバット以降の話は聞くと気分が悪くなるかもしれないから言えないけど、そんな可哀想なＴさんが罪悪感を抱えながらもストレスで心を壊されない為に行ってる

行為が幼女の前でコートがばっ！なんだよ、彼もできるだけビッチっぽい幼女を狙ってトラウマにならない様に気をつけてるそうだし、

変態といってもピンからキリまでいる事を忘れないでほしいんだ。

　

　

　まぁＴさんって僕の父親なんだけどね。

　

　

　おっと、そうこうしていると、あの時間がやってきたようだ。

勘の良い変態ならすでにお気づきだろう、赤ちゃんが育つ為に必要なものとはなんだね？

そう母乳である！

今から恐らく私の母親である女性が私の栄養源であるお乳を下さるというわけだ。

これが不細工だったら絶対に飲まないところだが、幸い我が母上は見た事の無いような美人である。

透き通るような肌に綺麗な青い髪、いや中二病的に表現するなら蒼かな、とにかく君達が想像している数倍は美しい存在である事は間違いない。　

そんな母上のお乳を毎日の様に吸うなんてなんて天国なのだろう、最初は少し恥ずかしかったが今では泣いておねだりするぐらい気に入ってる。　

柔らかいのど越しと繊細な甘味が喉を癒すだけではなく、身体中の細胞が喜んでいるかのような錯覚を受けるほどの美味。

倫理的に抵抗感はあるけど、正直この母親相手に童貞を卒業したいぐらいだよ。

　

「ロイ～～可愛いわね～～～大好きよ～～～むちゅ～～～」

　

　ほっぺたにキスされちゃたよ、いやー役得ですな。

妄想かもしれないが、この世界に転生して今の所、最高に幸せです。

ただひとつ気になることは……何故か僕の横にもう一人、赤ちゃんがいることなんだよね……

「ばぶ～～～」

「ロザリーちゃんも可愛いわねーーーむちゅ～～～」

「マーマ、マーマ！」

何者だ……こいつ？

普通に考えれば双子って事になるんだろうけど……何か釈然としないんだよな。

どうしてだろ？

　

　

　

　

六年後～～

　

　

「いや、時間というのは過ぎてしまえばあっという間ですね。もう僕は６歳になりました。

その間も結構色々な事がありましたが、とりあえず一番重要な事実をご報告します。

妹のロザリーの事なんですが……あぁ言いにくいな。　とっても言いにくいなぁ、変態だと思わないでね？

　

　実は僕達結婚しました！

　

まだ肉体的な関係は持ってはいないんですけど、中々あいつは可愛い奴で『お兄ちゃんと結婚する！　今すぐ結婚する！』

なんて言うものですから、僕もそろそろ身を固めようかと思いまして」

「おい、誰に話しかけてんのよ、馬鹿兄！」

「冗談じゃないか、ロザリー。　これぐらいで怒ってると将来お肌にシミができるよ！」

「それがどうしたのよ！」

「何と言う事でしょう、まさか幼少期からのお手入れが将来の美の維持に繋がる事を知らないなんて……」

「……うざ」

「何て妹だ！　そりゃ僕のギャグが正直寒いのは自覚しているが、それをフォローするがもう一人の僕である君の役目だろう！」

「しるか、いっその事あんたが消えたら私は楽になるんだけど」

　

「どうやらあの僕が妄想だと思ってた事ってどうやら実際あった出来事みたいなんですよ。

僕は神様に『勇者と魔王どっちがいい？』と聞かれたわけです、その時僕は持ち前の末っ子根性でこう言いました『両方で！』と

いや、まさかそれがこういう結果になるなんて世の中というものはわからないものです。

でれが来るのが待ち遠しいですね」

「さっきから思考が漏れてんのよ！　でれないし！」

「コレは異な事を……」

「突然真顔になんな！」

　

ま、そんな感じで兄弟でじゃれあっていますと後ろからなにやら気配がした訳です。

　

「や～～～～ん、可愛いわぁ二人共！！」

　

　お母様ですね。

正直この人には戸惑ってばかりです。前世の母親が、常軌を逸したドＳでスパルタ教育だっただけに

（無人島に一人で置き去りにされた事もありますね、ベタだろ！とその時は突っ込みましたが、よく考えてみればあれは虐待ですね。でるとこでたらよかったかもしれません）

そんな前の母親とは対照的に今回の母親は一度口にしただけで糖尿病になるぐらいの甘さです。夜の性癖の方は寝室から聞こえてくる父上の「ぶひぃ～～ん！」という声から察すると女王様なのでしょう。

実際過保護すぎてロザリーなんかは未だに屋敷の外にも出してもらえない箱入り娘なのです。僕も似たような扱いなのですが、男の子ということで抜け出して遊んでも

「もぅ、やんちゃね～」と頭をなでなでしてくれるだけなので、

あまり遠出はしませんが近所の子供と遊んだりはちょくちょくしています。

ロザリーも一度僕に着いてきて一緒に遊んだ事がありますが、

屋敷に戻った時のロザリーに対する母上の折檻は本当に可哀想でしたね。

お尻をむき出しにされてめっちゃスパンキングされてました、

最後は恍惚とした顔を浮かべていましたが。

「重いです……母上」

「お母様重たいです」

後ろからのしかかるように抱きつかれたら、

そんなに体重が重くない母上でも子供の僕達には結構な負担なのです。

「そんな……私の愛情が重たいっていうの？　酷いわぁ……グスグス」

何て分かりやすい嘘泣きなのでしょうか、とても可愛らしいので良いですけど。　

後、母上は天然なのかこちらの言った事が変な風に解釈される事があります。

２年ほど前、子供特有のノリで「僕大きくなったらママと結婚する～～」って言ったら「じゃあお父さんとは離婚しないとね」と冗談言ったのかと思ったら。

次の日朝起きると父上が僕の部屋に血相を変えて飛び込んできたのです。

「ロイ！　君は父親から妻を奪うのか！」「え？」

「ナナリーと結婚するなんて道徳的にも許される事じゃないぞ！！」「……え？」

「確かにナナリーは世界中で最も美しいからロイの気持ちは私にも分かるが！」「いやどういう事？」

という遣り取りがあったのだ。

何と、あの言葉を母上は本気にしたわけだ……どんだけ天然なんだ？

いやそういう次元の話なのか？

「……そういうことじゃないですよ！　お母様！」

「そうですよ」

「そうなの……？　ナナリーの勘違い？」

「はい……」

その歳で自分の名前が一人称なのはどうかと思うけど、可愛いから許そう。

可愛いは正義！　なのだから。

「お～～い、帰ったぞ～～」

あ、父上だ。５メートルぐらいの黒い狼みたいな生き物を担いで帰ってきた。

うわー今日も凄いの狩ってきたんだな。

「今日の獲物はどうでしたか？」

「中々手強かったよ、さすがランクＳの【｜名前の無い魔獣《ビースト》】だった」

【名前の無い魔獣】というのは出会った人間が全て殺されてしまう事からそう呼ばれているのです。

その強さは魔王の四天王と同格と言われています。

父上は【勇者】だからちょくちょく狩ってますけど。

「あれ父上、その獣まだ生きてますよ？」

「あぁ、折角だからロイかロザリーの使い魔にしたらいいんじゃないかと思ってね」

成る程。

「わ、わわたしはちょっと怖い……」

同じ僕なのにロザリーは怖がりだ。多分僕と違ってずっと箱入りで育ってきたからだな。

「じゃあ僕が契約します」

「よし、じゃあちょっと待っててくれ、こいつに回復魔法をかけるから」

生物を使い魔にする方法はたった一つです。

全力の状態を屈服させ、契約の儀式を行う事。

どんな手段を用いても良いので、遥か昔に精技に優れた好色な人間が優秀な女をそっちで屈服させて大きな帝国を作ったという伝説もあります。

夢のある話ですが、この場合相手は魔獣なので単純に暴力で屈服させるのが一番簡単な方法です。

まぁ、普通なら勝てないんですよ。

勇者の子供といっても、その子供は別に神の加護を受けるという訳でありません。

「よし、できたぞ」

「頑張ってね～～ロイちゃん～～今日添い寝しようね～～」

「…………めちゃ怖い」

全快した黒い狼の様な獣、まぁクロちゃんとでも呼ぼうか。

クロちゃんは目にも留まらぬ速さで僕に大口開けて突っ込んできた。

こいつ……喰べる気か？！

「まぁ、喰われる訳ないんだけどさ……」

僕は素早く跳躍するとクロちゃんの頭に踵落としを放った。

テコンドー風に言うならネリチャギだ。

「おすわり」

別に技として鍛えているわけではないけど、僕の力ならＳランクの魔獣程度ならこれで終わる。

「きゅぅぅん……」

「さすが私の子供だわぁ～～～！　ねぇアルフあれ私の子供なのよ～～！！」

母上が父の背中をバンバン叩いてる。

「…ゴハッ！…」

父上は血を吐いてる。

「あら、ごめんなさい。　ついつい力が入りすぎちゃった」

何故【勇者】である父が背中を叩かれたぐらいでダメージを受けたのでしょう。

　

　

　

　それは母上が【魔王】だからです。

　

　

一家団欒と手紙～～

　

「お前達に大事な話がある」

父上が食事の最中に突然私とロイに向かって話始めました。

まだ、ご飯食べてないの……何故このタイミングで？　折角今日は美味しそうなお肉が目の前にあるのに……

「はぐはぐ」

……こいつ気にせず喰ってやがる……元々同じ私だったとは思えないです。

いや確かに前世の私はちょっぴり変態でしたけど、こんな風に空気の読めない子じゃなかったです！

いや、そうだったかもしれません……でも今は違います。きっと二人に分かれた影響で変態な部分が兄に移ったんでしょう。

そう考えると兄は可哀想なのかも知れません。

「あの、ロイちょっと食事を止めてくれるか？　できるだけ短く話すからさ」

「はぐはぐ」

まだ喰い続けるか……ここまで行くと逆に感心します。

「はぐはぐしてるロイちゃん可愛いわぁ～～～」

お母様が兄を甘やかすから、こんなに調子に乗ってるんですよ！

確かに何故か同じ私の筈なのに兄は私とは比べ物に成らないほど強いから、強いものを可愛がる風習がある魔族の王であるナナリーお母様はとても兄に甘いんです！

元は同じ存在なのにこんなのおかしいと思います。

神様の馬鹿！

うぅ……今のはちょっと自分でも気持ち悪かったです。

何ですか『神様の馬鹿！』って……私は男だったのに、きっと二人に分かれた時に人間の中にある男性と女性の部分が分かれたのでしょう、

仕草や振る舞いが段々女性化してしまっています、それでも前世の記憶が男子だったから複雑な思いなのです。

男に生まれた兄《わたし》が羨ましいです。きっとこんな悩みわからないでしょうね……

「はぐはぐ」

「…………話はご飯の後にしようか」

折れました！　人間の中で最も強い心を持つ者が選ばれるという【勇者】の心が折れました！

心が折れた勇者なんて見たくないよ。

まぁ、私もお腹がすいていたのでありがたいです。ちょっとだけあの駄目な変態に感謝することにします。

……あれ？

「無い…………？」

「はぐはぐ」

そういえば兄はさっきからずっと食べ続けています、たしかに魔族は子供でも食事を大量に食べるのでその分用意されていますが、

兄は食べるのがどこのフードファイターかと思うぐらい速いのでいつもすぐに食べ終わるのです。

前世でも小学校の頃、誰よりも早く給食を食べ終わった早食いの才能はどうやら兄のほうに受け継がれているようです。

なのに……なんでまた食べ続けているのか考えればもはや答えは自明の理。

「私の分を食べましたね！」

「はぐはぐ」

「何か言え！」

「はぐはぐぅはぐぉはぐ、おいしいよ」

確かに凄い美味しそうに食べています、だからこそ腹が立つ！

大体、何でも美味しく食べられる馬鹿舌の癖に……。

「ロザリー私の分を食べなさい……」

「え？」

御父様が凄い切なそうな顔をしながら私の前にまだ手を付けられていない料理を差し出しました。

「いいんですか？　ありがとうございます！」

基本的に家の家族でワリを喰うのはいつも御父様なのです。

「美味しいわ～～、ねぇアルフ～～！　美味しいわねぇ～～」

お母様が御父様の背中をばんばん叩きます。

「ゴハッ…………」

御父様が血を吐きます。

これが大体我が家の日常風景です。

　

☆★☆★☆★

　

　食事が終わった後、御父様は大事なお話を始めました。

だというのに！

「はむはむ」

兄は一人だけデザートを食べていました。

私にも用意されましたが、量が半分しか無かったのでもう食べ終わりました。

前世でデザートに一番時間かける食べ方も兄が受け継いだようです。

「実はね……手紙が来たんだよ。父さんから」

御父様のお父上といえば、この世界で最も繁栄している国【マナカナ】の国王様です。

お母様が【魔王】だという事を隠していて、私達が魔族の血を入っている事がばれると大変なのでまだお会いした事はありません。

何度か屋敷に来た事はありますが、お母様と兄と私はいつも何処かに隠れるか、出掛けるかして遣り過ごしています。

「これが手紙の内容なんだが、直接君達に渡しても読めないぐらい父さんの字は汚いから、慣れている私が読むよ」

初耳でした。

「知ってますよ、確か達筆ぶって書いてるけど、基本ができてないからただの汚い字にしか見えないんですよね」

兄は知ってました。というか一国の王がそんな感じで大丈夫なんでしょうか？

「『拝啓、我が息子へ。

元気か？　ワシの方は元気すぎるぐらいで最近また側室を２人増やしたんじゃよ。

お前もワシの後を継げば、合法ハーレム作り放題じゃぞ。

一人息子のロイにもそう伝えておきなさい。

ところで、この度我が王国はお前の後継者を育てる勇者養成学校を設立しようと思う。

その学校にお前の子供を入学させなさい、一人息子のロイも６歳になったそうだし、そろそろワシが色々大人の世界を教えてあげたいしの。』

これが父さんからの手紙の内容だ」

私的にはちょっとほっとしました。

この手紙には兄が勇者学校とやらに行くように書かれていますし、私には無関係でしょう。

勇者の卵が集まる学校で【魔王】の子供であることがばれたら、とんでもない事になりそうです。もしかしたら処刑になるかもしれません。

そもそも御爺様は私が生まれた事を知らないので、呼ばれることはないんですけどね。

「はむはむ」

まだ食べてます。　重大な出来事だと思うんですけど、兄の鈍感さはもはや同じ人間だったとは思えません。

「実はね、私にも似たような手紙が来てるのよね、お母様から。こっちは貴方達が読めると思うけど、折角だから私が読むわね」

え？　まだ手紙があるんですか？

「『拝啓我が最愛の娘へ。

孫の顔が凄くみたいです。　きっと私やあなたに似てとっても邪悪で可愛い子達に成長したんでしょうね。

最近腰のヘルニアが悪化して、治療に通っています、これもきっと貴方達の事を思う心労の所為なのでしょう。あなたの夫を百年以上じっくりあぶった後に高級な赤ワインの肴にするなんてもう言わないから、一度顔を見せてください。

最近あなたの変わりに魔王城の管理をしていますが、正直部下とは世代差があって話が合わなくてストレスが溜まる事が多いです。

ところで、最近勇者養成学校をマナカナの糞爺が設立するそうで、それに対抗する為に魔王養成学校を作る事にしました。

この学校には貴方の一人娘のロザリーに入学させなさい、ロザリーは男の子がちょっと怖いそうですがこの学校にはもちろん女子しかいないのでその心配はありません。』

という内容ね、お母様ヘルニア大丈夫かしら」

大事なのはそこじゃないです！　そんな所絶対に行きたくないです！　

　

魔王の卵を育てる学園に勇者の子供だなんてばれたら絶対いじめられます、もしかすると処刑かもしれません。

「その学校僕が行くよ、僕の容姿って女の子みたいだし多分ばれないと思う、妹をそんな危険なところに行かせられないしね！」

「え？」

まさか……あの変態が私の為に自らを犠牲にしようとして……

「それに女の子だけの学園とか夢があるよ！　体操服はブルマかな！？」

………………しね。

でもよかったです。　これで私は魔王の学校に行かないですみます。

「そうか、じゃあ勇者養成学園のほうはロザリーに行ってもらおうかな」

え？

「いや、予想外だったがとりあえず一段落ついてよかったよ。　迎えは一週間後来るそうだからそれまでに用意しておきなさい」

「わかりました！」

「二人と離れ離れになるのは寂しいけど、応援してるから頑張るのよ！」

「はい母上！」

いやいや……ちょっと待ってください。

私の意志の確認は無いんですか？！

　

☆★☆★☆★

　

一週間後になりました。

今日は僕とロザリーの迎えが来る日です。

鉢合わせてしまうとまずいので迎えの時間は昼と夜になったようです。

夜に迎えに来るのは魔王養成学校の方ですね。

そして何故か｜妹《ぼく》は朝からとても憂鬱な顔をしていますね。

勇者養成学校が嫌なのでしょうか？　まぁよく考えてみれば｜妹《ぼく》は元々男だったはずなのに、今では何故か少し男の子が苦手になっています。

（もしかしたら僕がお小遣い稼ぎに近所のロリコンの親父に妹のパンツと称して売ったのですが、実はあれは近所の女装趣味の爺さんが孫の薬を買うお金に困っていたので、妹の代わりに履いてもらって高額で売却したのです。あんなに皆幸せになれる商売があるでしょうか。しかしその後そのおっさんが妹のストーカになった事がトラウマになったのかな）

しかし正直に申しますとまぁ妹の事なんか今はどうでもいいです。

「まさか魔王養成学園なんてものに行く事になるなんて……しかも女子の園だよクロ！」

以前使い魔となった黒い狼の様な【名前の無い魔獣】のクロに向かって話しかける。

別に友達がいないから、動物と話しているわけではないよ？

『良かったですね主、ところでクロを連れて行ってくれるのでしょうか？』

「……うーん、連れて行ってあげたいんだけど……でかいんだよねクロ……」

「それなら大丈夫よロイ！　使い魔はこんな感じにできるのよ！」

母上がそう言って僕に見せてきたのは母上の使い魔のたこみたいな魔獣タローです。

タローは喋る事ができる魔獣なのですが、かつてどこぞの迷宮でその触手で美人冒険者の処女を喰いまくっていたと僕に語ってきたので、足を三本丸焼きにしてやった過去があります。それ以来、彼はぼくを見るとせこせこと逃げ出す小さいたこみたいな魔獣です。

こんな奴でもランクＳの【名前の無い魔獣】だったと聞いて僕は驚いたものです。

だって３０センチぐらいのたこみたな魔獣だもん。

「実はタローは小型化させていて本当はもっと大きかったのよ！　そこのクロちゃんよりも！」

母上がびしっとクロを指差します。

ていうか刺さってます。

「きゅう！！」

「あら～～ごめんね～」

天然の魔王って凄く危険な存在です。

うっかり世界滅ぼしちゃった♪みたいな感じになってなくて本当に良かったです。

「だからクロちゃんを小型化させれば何の問題も無いのよ～！　連れて行ってあげなさい～！」

「はぁ……分かりましたけどその方法ってどうするんですか？」

「………………そういえばどうするんだっけ？　タロー」

「知らないっす」

「そういえばタローって馬鹿だったけ～ごめんね質問して～」

あ、タロー眉間がぴきっってなってる。顔も元々赤いのにさらに赤くなってる。

「う～～ん、よく考えたらもう迎えも来ちゃうし、もっと早く聞いてれば調べる事もできたんだけどね～あ！

魔王学園なら多分使い魔の事も教えてくれるだろうからとりあえず連れて行ったら～？お母さん賢いわ～」

　自分で自分の事を賢いという人は大抵馬鹿か阿呆だからそれを覚えておこうぜ！

ちなみに自分で自分の事を変態って言う人は重度の変態だから素早くその場から離れて、その人との関わりを絶ったほうが無難だよ！

　

　お昼になりました。

綺麗な白馬に引かれ、綺麗な宝石で彩られた白い馬車は何というか、さすがは王様の孫を迎えに来た馬車です。

前世で言うならベンツ的な存在でしょう。妹は渋々馬車に乗り込んでいました。

彼女の後姿はまるで口減らしで売られていく貧しい家の子供のようでした。

　

　どなどな～～どなどな～

　

私の旅路～

　

　絢爛豪華な馬車に乗せられ、王都マナカナへと旅立ちました。

中には色々と凝った装飾を施されたテーブルとふかふかのベッドがあり、さすがに王様の孫に対する待遇というのは凄いですね。

ただこんな物積んだら遅くなるからやめてほしいです。。、王様の孫で勇者候補だなんて目立つ存在なのに、こんな馬車で王都に到着したら「何あのブルジョワ、調子乗ってんじゃないの？」「ほんとよね～～、絶対調子乗ってるわよ、後で世間の厳しさ教えてあげましょうよ」「いいわね～、じゃあそうね～例えば裸にひん剥いて貧民街に放り込むとかどうかしら？「えげつないよね～、でも賛成♪」

みたいな事になる可能性だってあるかもしれないですし。

そう考えると、ちょっとお腹が痛くなってきました。

どうして私だけこんな心配性な部分を受け継いでしまったのでしょうか……兄の図太さが羨ましいです。

ただ唯一救いなのはこれだけガラスのハートの持ち主の私ならきっと勇者に選ばれるなんて事はないという事ですね。

どうやら神様にお願いした事は赤子の頃から生まれてしまった事といい、正確に叶えられている訳ではないようですし……

　私は勇者養成学園ではできるだけ空気の様な存在として生きましょう、隅っこでこそこそ生きるのが今の私には性に合っていますし、勇者になんかなったら

あの変態な兄と敵対する事になります。

兄は自分に敵対する人間には容赦の無いところがあります。

お母様の使い魔のタローが兄に偉そうに自分の性的な武勇伝を話をしただけで、

足を焼いて食べた事もそうですし（私もいただきました。意外に美味でした）

近所のガキ大将（女）が私達をからかっただけで。

次の日に何故かガキ大将の人格が崩壊して

「ロイ様、私は何て愚かな事をしたのでしょうか、どうぞ貴方の足を舐めさせてください、これから私は一生貴方様に逆らいません、だから足舐めさせください、あの味をもう一度

あの濃厚でありながら爽やかなとんこつ味の足を舐めさせて」

言葉遣いが丁寧になった上に、兄の足を舐めたがる変態になってました。

（兄の足は美味しいのでしょうか。舐めてみたいような絶対に御免なような）

だから私は絶対に勇者になんかならないのです。

以前｜兄《わたし》にもし魔王になった時。

魔王になって勇者が来たらどうしますか？と尋ねたことがあります。

「そうだね男なら奴隷、女の子なら可愛かった時は使い魔（ペット）にしてあげるよ、

人間をハーレムに加えたら他の魔族からクレームがくるって言ってたから」

何て恐ろしい事を言ってましたからね。勇者になる人は気の毒です。

「ロイ様！　大変です！」

「……」

「ロイ様？！」

「あ、そうか！　何？」

よく考えたら私は今ロイとして王都に向かっているんでした。

格好も男の子に見えるように変装してますし。

まぁどっちかというと男の娘に近いですけど。

「盗賊です！　私が応戦しますのでロイ様は何処かに隠れていてください！」

盗賊……盗賊ですか、人間如きが私に敵うとは思いませんが、それでも怖い……いやもしかしたら私よりも強い可能性もあるので隠れていましょう。

というかこんな豪華な馬車に乗ってるからじゃないですか。

「おい」

ごそごそとベッドの下に隠れようとする私を呼び止める声がしました。

この状況下で考えられる人物というと……盗賊さんでしょうか？

「賊が！　私の剣を受けてみろ！」

という何とも没個性な台詞を発したイケメンの御者さんが懐の剣を抜いて、目の前の黒髪の少年に立ち向かいました。

頑張れイケメン！

「ぎゃふん！」

弱いぞイケメン！　お前の価値は顔だけなのね。

イケメンはあっさりやられましたが、ピクピクしてるからまだ生きてると思います。

というか、相手素手なのに剣を使って負けるとか何事ですか……御爺様はもうちょっとまともな人物を迎えに来させて欲しかったです。

お陰で私が相手しなきゃいけないじゃないですか……ちょっと怖いじゃないですか！

「わはは！俺の相手が唯の人間に務まるかっての！」

その侵入者の少年は私と同じぐらいの年齢に見えました。。

「そうなんですか？」

「はっ！　可愛い女の娘！　俺の鼻に狂いは無かったぜ！　いただき！」」

この人馬鹿だな。さっさと片付けてしまおう。

「うぎゃ！　何なんだコレは……気持ち悪い」

何か名称をつけると中二病臭くなりそうなのでつけていませんが、相手が経験した今まで一番不快な感覚を与える事ができる地味に嫌な能力なのです。

ちなみに私がすると昔お兄様が私のパンツを売った近所のロリコン親父がそのパンツをかぶりながらじ～～と見てきたときの感覚が蘇ります。

そういえばこの少年先程からお尻を押さえていますね。

まさか既に後ろの方を経験済み？

「これはお前がやってるのか！？」

「…………」

名も知らない賊の質問なんかには答えませんよ。

「止めろ～！」

片方の手でお尻を押さえながら突進してきました、こんなにみっともない突進の仕方があるでしょうか。動きも明らかに先程イケメンを倒したときよりのろいですし、これぐらいなら私でも避けられます。

「糞ぉ……うぅ……あっ尻がもうだめっ！　やめてくれ……」

涙目でそんな風に頼まれると私が悪い事をしているよな気分になりますね。

「いいですけど、もしこの能力を解いた瞬間に『馬鹿め！』とか言って殴りかかってこないと約束できますか？」

「うっ……」

わかりやすいね、この人。

「まぁ、そうしたところで私に勝てるとは思えないので逆らわない方が身のためですよ？」

「分かったからこれをどうにかしてくれ……」

「いいでしょう」

能力を解いてあげました。

まだ違和感があるのかもじもじしている姿は前世で同級生だったショタコン藤田松子さんなら涎を垂らして虫網を振り回すでしょう。

藤田さんという人は虫網メーカの一人娘で暇さえあれば虫網の普及の為に虫網を振り回している変態さんで、何故虫網を普及させる為に虫網を振り回しているのかは未だに謎です。

友達の事を悪く言うのは心が痛いですがど藤田さんは多少おかしい人だった事は確かです。

「酷い目に遭った……」

「コレに懲りたら、もうこういう事はしなければいいですよ」

「覚えてろよぉぉ！」」

お尻をもじもじさせながら少年は馬車の外に出て何処へ去って行きました。

その背中にはちょっと哀愁が漂っています。

「ロイ様、大丈夫でしたか！？」

イケメンが意識を取り戻して私の肩をつかんでぶんぶんしながらそんな事を言ってきました。回復が早いだけがイケメンの取り柄なのでしょうか？そして私を揺らすのはやめてほしいです。あうあうあー。

「さっさと仕事に戻ってください」

「はい……」

これまた何故か哀愁が漂った背中です。　頑張れ。

　

僕の旅路～

　

　漆黒の馬車は空を飛び、魔の都【エビス】に向かっています。

魔族としての価値観の所為か、内装も凄く不気味な家具（ベッドに何かの目玉が埋め込まれてたり、血の跡がついてたりしますね、趣味が悪いってレベルかな。）

そんな刺激的な空間の馬車に乗って僕は快適？な旅を楽しんでいるわけです。

どうやら、この馬車を引いている馬はランクＡの空飛ぶ魔獣【ブラックホース】のようです。まぁそんな事は僕の目の前の光景に比べればどうでもいいのです。

ずばりこの馬車の御者さんは黒髪美人の露出が多いお方なのですが、

その豊満な肉体が馬車の揺れでたぷんたぷんとなっている光景を僕は脳髄に焼き付ける事だけに今の僕は存在しているのです。

何となく哲学的なことを言ってしまったでしょうか、変態と哲学……ギャップに萌えるでしょうか。

「お嬢様、どうぞ中でお休みください」

その凄い視線の異様さに気づいているのかどうかは分かりませんが、ほんのりぴんくな頬は照れている証かもしれません。

「折角こんな綺麗なお姉さんが居るんだから、お話したいです」

まぁ本音を言うとたぷんたぷんの肉体を鑑賞したいんです、欲を言えばストッキングにＹシャツだけの姿とかを見たいです。

「私めの様な中級魔族にお嬢様の様な魔王の血族の方がそのようなお言葉を賜るなど…」

お姉さま～って言いながら胸に顔をうずめるパターンはありだろうか……

如何にしてＨなイベントを起こそうか知恵を絞っていると、突然辺りが影に包まれ暗くなったような気がする。何ぞこれ？

「これは……お嬢様、上です」

空を飛ぶ僕たちのさらに上空にソレは居た。うん、龍だね。　大きさは１０メートルぐらいでかなりでかい。ちなみに龍は、魔獣とはまた違った存在で、聖龍と邪龍と呼ばれる二つの種族がいて、片方はエビスに存在しているんだよ。初めて見たけど、中々壮観だねぇ……ああいうのに乗ってみるのは憧れるなぁ……龍族達は縄張りから出てこないから、中々出会う機会がないと父上が言っていたのに、どうしてこんな所に飛んでいるんだろう？

そして龍は、瞬く間に僕らを追い抜いて見えなくなってしまった。

「あの龍は、どうしてこんな所にいるのかな？」

「ロザリー様と同じく魔王養成学園の入学生でしょう」

「あの龍が？」

「はい、なんでも邪龍人が入学するそうです。彼等の始祖は初代魔王を勤めた名門なんですよ」

　エリートか……エリートといえばＭ字ハゲで史上最高のツンデレと呼ばれる彼だよね。

そういうプライドの高そうな女の子を……首輪につないで「ほら餌だよ……お食べ」「貴様ぁ……この首輪と鎖を外せ！」という状態から徐々に調教して

「ご主人様の立派なものを私のあそこにぶち込んでくださぁい」って涎を垂らしながら言わせたいよ。そしてちょっとじらしたいよ。

……おっと卑猥な妄想はここまでにしておこう。

いやーでも生まれ変わっても変態は直らないみたいだね。　頭は前世より良くなった気がするけど、馬鹿は直っても変態は直らないんだね！

この業から逃れられたロザリーは一般的には幸せでしょう。変態的には自らの変態性には誇りをもっているので、喜ばしい事ですけどね。アレ待てよ、僕は今こんな事を考えているけどもしかしてさっきのって龍に驚いたフリして、お姉さんの胸の中に飛び込む千載一遇のチャンスだったんじゃないですか！？

どうする……もう遅いか？　いや恐怖と言うものは後から自分の気づかない間に忍び寄る事もあるよね？　心の傷って複雑だもんね。いけるんじゃないか？　シュミュレーションしてみよう……

「いっちゃうーーー！」「いってしまうのですー！」「……でっかくて硬くて素敵でした、ロイ様」「ふぅ……」妄想が飛びすぎてしまった。　性行為の終盤までいくとか暴走しすぎでしょう、僕の脳よ。

そう、本来なら……「うぅ……あの龍怖かったですぅ……」「お嬢様、私がついております」「お姉さんーー」

という流れでがばっと胸に飛び込んでぱふぱふな感じでいこう！

「つきましたよ、お嬢様」

「速いよ！」

「え？」

　何という事でしょう……

まだ胸に顔を埋めてもいないのに、お別れだなんて僕には耐えられないよ！

この世には神も仏もいないのか！？　いや神はいたっけ……ノーパンだったけど。

しかしノーパンの神よ！　何故貴方はノーパンなのにあなたの管理している世界の女の子はノーパンで淫乱ではないのですか？　だが発想を変えてみれば誰も彼もがノーパンというのは逆に価値が下がりますね、パンツはパンツで中々良いものだし。しかしノーパンの神を信仰する宗教とかないかな……もちろん入信者の女の子は全員ノーパン。教祖は毎日彼女達の信仰《ノーパン》を確認する事が義務。こんな宗教なら布教に一生を捧げても良いよ。

「ノーパン教……広まるだろうか」

「お嬢様？」こうして僕は魔の都【エビス】に何事も無く辿りついてしまいました。

最後に僕の様子を不思議そうにながめるお姉さんの肉体もこれで見納めだと思うと僕の心はおかしくなりそうだよ……とにかく可愛い子のノーパンが見たい。

　

歴史的な事

　

　千年ほど前人間の王と魔族の女王が夫婦となり繁栄した人間と魔族の国がありました。

しかしある日の事。

「この糞嫁！　帰ってきたら『ご飯にしますか、お風呂にしますか?……それとも私？』って言えよ！　大体ご飯もお風呂も用意できてないじゃないか！」

王様は王冠を地面に叩きつけてふんすふんす言っている。

「うるさいわね！　そんなの召使にさせればいいじゃない！　ぱくぱくぅあぁおいしいぃ」

女王はパンが最近高くて普通の人には買えないと聞いたので性格の悪さを生かして

もっと高いケーキを美味そうにぱくぱく食べていた。

「男心のわからん奴だ！　お前みたいな高飛車な女にさせるのが興奮するんだろうが！」

王様は股間のあたりをジェスチャーで強調した。

「知らないわよ！　大体あんた女中だけじゃなくて護衛の若い男の子にもに手を出してるみたいね！　この変態ホモ野郎！」

「そ、それは今関係ないだろうが！　大体お前こそメイドにエッチな悪戯してるそうじゃないか！　レズ女！吐き気がするわー、気持ち悪いわ～～ぺっぺっ！」

王様は唾をわざとらしく吐いた。何か黄色い。病気だろうか。

あ、違うね。王冠の上にバナナをすぽっといれる所から無くなっているという事はバナナを食べていたんだね。周りを良く見るって大事だね。

皆も殺人現場とかでこの教訓を生かしてコナン君みたいになろう！

麻薬をペロっと舐めちゃいけないよ。


「ちょっと身体中ペロペロしあっただけじゃないの！　人のプライベートに口出しするなんてこの屑野郎！　尻に人口突起物をぶち込んむわよ！」


「お前こそ私の剣で真っ二つにされたいのか！？　股間の剣で貫かれるのとは一味違うぞこの野郎！」

その時分裂した国が【マナカナ】と【エビス】なわけです。

　

　とまぁそういう歴史背景がある国だけあってエビスの方は女性優位な社会構造。

男性は奴隷階級なんですよね。僕みたいに女装をして性別を偽るのは結構重罪です。

首すとーんです。

何でそんな国に来たかというと、この国には非常に美女が多いのです！

いいですか、綺麗な女性のあんな所やこんな所を見るチャンスが一番多い場所に存在するのは変態として当然の義務言って良いでしょう、

命を惜しむようでは真の変態になど到底なれない、真の変態とは己の性癖の為なら生命すら投げ出す覚悟が必要なのです。

　

　真の変態と言えば僕のかつての同士カズマ君を思い出す。

彼は僕と違って普段から変態のオーラが溢れんばかりの超一流の変態。

何しろ街を歩くと高確率で職質される上に満員電車に乗った場合運悪く妙齢の女性がいた時など結構な確立で痴漢に間違われる男だった。というか彼は痴漢をしていた。

理由を聞いたら

「どうせ示談金払わなきゃいけないんだから、それだったら触った方がいいだろ？」

なんて合理的なんだ！　痴漢冤罪をかけられてたらほぼ有罪になるという現実を何度も直視してきたリアリスト。全教科の平均得点がのびのびした点数な割りには。しかし多少良心のある変態なので痴漢されて喜びそうなびっちぽい女性しか狙わないそうです。やはりレベルの高い変態はポリシーを持っているのですね。痴漢冤罪に関してはすみやかな対策がとられるといいですね。

「よく来ましたね……ロザリー。邪悪で可愛らしくなって……」

「お婆様、初めまして！　腰大丈夫ですか？　」

今僕は魔の都エビスの中心部にある魔王城に来たわけですが。腰を抱えた青い髪の三十代前半の見た目をした美女が「ヘルニアァ……」とうめきながら現れたのです。

実年齢は６０代と聞いていましたが、魔族は老化が遅いようですね。

「ロザリー……何て優しい邪悪な子っ！おぞましく素晴らしい孫娘をもって誇らしいわ！」

　魔族の風習として褒め言葉には必ず邪悪とかおぞましいとかをつけるんですよ。

ややこしいね。

「今日は魔国全体で貴方の歓迎をしてあげたいのですがっ……

部下のアリエッティが『いいですか、人間と駆け落ちした先代魔王の子供に対してそのような扱いをすれば周りから

キモイあの婆……なんか臭いし、なんて言われますよ』なんて言うから……申し訳ないですが今日は魔王学園を案内しますね」

アリエッティ……毒舌だな。　ていうかそれ個人的な気持ちじゃないか。

「わかりました！」

魔王学園の寮……やっぱり女子寮だから皆無防備な格好をしているのではないでしょうか！

理性が抑えられるかどうか心配です。

いざ逝かん、桃源郷へ。たとえそこで命の火が尽きようとも己の信じた道を逝こうではないか。

「あれお婆様が案内してくれるんですか？　普通は部下の方とかじゃ……」

「私の言う事は誰も皆聞いてくれないのです、あなたの母親が人間の男なんかと駆け落ちするから……ぐすっ」

その情けない姿にちょっと興奮した。

　

　案内された魔王学園は見たとき「え？　なにこれ？」って思った。詳しく言うのは面倒くさいので、各々の想像力を行使してもらいたいと思う。

「では私はこれで……帰ったらまた部下に色々言われると思うと……ぐすっ」

頑張れお婆様。美人だから応援してます。

　

そして言われたとおり歩いていると寮らしき所に来たのですが。　何故門の前で仁王立ちしている女の子がいますね。

　

「決闘よ！！」

　

　何ですかね。

　

　

王都マナカナ

　

「強いものが掘り、弱いものが掘られる世界」

　

「ほぉう！　よく来たのぉ！　これまたかわゆい男の子ではないか！　さぁわしの胸に飛び込んできなさい！」

　王都に到着した私は、まず中央に聳える宝石でできたお城の謁見の間まで

御爺様にご挨拶に来たのですが……経済的に破綻しないのでしょうか？

それともこの世界では宝石って石ころみたいなものなのかな？

なんでしょう、間近で見るのは初めてですが、明らかにスケベ爺の顔です。

この身体中を舐めまわすような視線は。

こういう中世っぽいファンタジーな世界では権力者はホモの可能性があるとは思っていましたが、まさか自分の御爺様がそんな特殊性癖の持ち主だなんて……

まぁ、私の身体は女の子なので仮に襲われても大丈夫でしょうか……、いや油断は禁物ですね。

「王様……今日の所はロイ様に学園の案内をした方がよろしいのでは」

傍に控える綺麗な金髪の男性が私のことをジト目で睨んでくるのは何故ですか。

「そうかそうか。　ローランドがそう言うならそうしよう。　可愛い奴じゃ」

「王様……こんなところでお尻触られたら……困ります」

「わはは！　わはは！」

……孫の前でこんなホモな場面を繰り広げるなんて良識を疑いますよ。　そして何故私は

「うひっ。もっとやれ」なんて心の中で思ってしまったんでしょう！？

不思議だ。

「じゃあ案内は私の可愛いローランドに任せよう」

小さな声で「後でベッドの上で可愛がってあげるからね」なんて声が聞こえてきました。うひっ。

「わかりました……」

もじもじ照れながら、そんな事をいうなんて。けしからんっです……！

「さてロイ様、行きましょうか」

「はい」突然クールになった所に萌えてしまった私はおかしいでしょうか。

さて王城から大した距離を歩く事も無く、勇者養成学園にたどり着いたわけですが、やたらと周りがざわざわしてたのは何故でしょう。「見ろよ……あの子可愛いぜ、にゃんにゃん言わせてぇ」「馬鹿野郎、ワンワン言う方が似合ってるに決まってんだろ」「お前らは本当に駄目な奴らだ。ぶひぶひ言わせるのがいいにきまってるじゃないか！」

なんて声が聞こえて気がしましたが気のせいだと思いたい。というか、全員男だったし、この国のホモ率はどうなってるのでしょう。

「あの、ローランドさん。　街の中に女の人がいないんですけど……何故ですか？」

「女なんて不浄な生物は殆ど此処にはいませんよ」

「え？」


「この国は男と男の娘が人口九割の夢の国ですから」


それは夢の国なのでしょうか……。　

「一部の変態は女性を動物として飼いますが」

この国での変態の定義はどうなっているのか。

「噂をすれば現れましたね。　あれを見てください」

首輪をつけられ、鎖でつながれた下着姿の女性は四足で引かれています。「おら雌豚！　ちゃきちゃきあるかんか！」「ぶひぃぶひぃ……」何て国だ此処は。


今すぐ逃げ出したい。

　

　でもちょっとだけ何かに惹かれているいるような気がします。

「……私大丈夫かな？」

「…………ロイ様？」

「なんでも無いです！　」

怪訝な顔をして見られちゃいました。

「さて勇者養成学園はこちらですよ」

「…………すごいですね」

迎えに来た馬車の時も思ったけど、この国って装飾とかに凄くこだわる文化なのかな？

学校にしては煌びやか過ぎると思うんだけど。まっ金金《きんきん》。

流石に中までこんな風じゃないよね？　落ち着かないよ。

「寮の方は誰か学園の生徒に案内してもらいましょう。　む？　ロイ様……彼には関わってはいけませよ」

そう言ってローランドさんは一人の少年を指差しました。

「盗賊ギルドの総帥の孫セコス。　正式な団員ではないですが、たびたび盗賊まがいな事をしていると噂されています。証人さえいれば即刻退学なのですが」

誰かと思えばいつぞやの盗賊じゃないですか。

「彼に案内してもらいます」

「え？　いや今言ったじゃないですか？　駄目ですよ。　もしかして顔が気に入ったんですか？　しかしあいつは女性が好きな変態ですよ」

「……大丈夫ですよ。　ちょっとした縁がありますから」

「……そうなのですか、ああと一つだけロイ様にお願いしたい事が……」

「はい？」

「あああの……王様をとらないでくださいね……」

そんなにあの御爺様が好きなのか……ちょっときゅんときた。

はげてるのに。（爺様）

「どうも」

「ん？　俺に声を掛けるとはどこの世間知らずだ？　今は気がたってるんだ……げっ！」

「逃げたらまたあの体験を思い出してもらいますよ」

「くそぉ……なんでお前がここにいるんだよ……」

「貴方こそ勇者学園の学生の癖に盗賊行為に及ぶなんて何を考えてるんですか」

「あれは久しぶりに上物の女の匂いがしたから我慢できなかったんだよ。というか何で女のお前が此処に……？」

「失礼な。女顔ですがこれでも私はれっきとした男の子です」

「本当か？　男というよりは男の娘って感じだけどな……うぎゃ！尻がっ！」

「……そんな事より色々と案内を頼みたいのですが、いいですか？」

「わかったから！　これを止めてくれ！」

しかし、中々奇妙な縁もありますね。まさかあの賊がこの学園の生徒だったなんて。これは私の正体がばれないように利用できるかも。

「しかし、この力は何なんだ……なんであの時のあれが……」

「あの時のあれってなんですか」

「何でちょっと目を輝かせて聞いて来るんだ……あんな事思い出したくないんだから聞かないでくれ」

そんな事言われたら凄く聞きたくなるんですが。

それから色々と学園の中の設備を案内されたのですが、特に変わったところはありませんでした。　唯人気が全く無かったのは不思議ですね。

「おかしいな。いつもはもっと人がいるんだが、ちょっと待ってろ……くんっ……

すんすん、寮の裏に大量の人の匂いがするな……行ってみるか？」

便利な鼻ですね。

　

　

　


☆薬師ギルドの子～～（ロイ視点）


　

　体格の良い少年と女の子のような男の子が向かいあっていました。

男の子の方は肩をおさえて膝をついています。

「結局この程度。　底辺の何でも屋風情がこの俺に逆らった事の愚かさが理解できたか？　大人しく俺の嫁になるがいい！」

「くそ……力があるからって思い上がるなよっ！」

一体これはどういう事なのか。片方がホモなのはわかりましたが。

「あぁ～あいつかまたやられてんのか……こりねぇな」

「どういう事ですか？」

「あっちのチビが薬師ギルドマスターの孫アルス。　

もう一人の方は聖龍族の神童シュラン・

力の差は見た通り。あのちびがシュランの求婚を断ってから、たびたび決闘してるんだが、ちびが負けを認めないんだよ、認めりゃ楽になるのによ、掘られるけどな」

「可愛そうですね、あの子」

「まぁ、弱者が強者に虐げられるのは世の常よ。可愛そうだと思うなら助け舟でも出したらどうだ？」

「もうやってますよ」

「は？」

「何だこれは……アルスきゅん一体何をしたっ……何故母様のご飯の味がっ……」

「え？」

「うぅ……げぼぉぉ……」

吐きましたね。どうやら彼の母親のご飯は糞不味かったようです。

「え？　え？」

アルスという少年は戸惑っているようですが。

「一体どういう力なんだそれ？」

「教えませんよ。明らかに対策を練ろうとしている顔ですし」

「ちっ」

「何であのシェンロンが……」「アルスの力なのか？」「いや、あんな力があるなら先に使ってる筈だ……それにアルスからは何の気配もしなかったぞ」

野次馬達が騒ぎ出してきたので、そろそろこの場から離脱しますか。

しかし前世の私ならこんなの余裕でスルーして帰りにその手のジャンルのエロ本でも買って帰ったのに、人間と言うのは変わるものです。

「セコス、行きますよ」

「何で俺がお前についていかなきゃ……何だその目はまたやるきか。わかった、行くから」

その場から少しばかり離れた時、後ろから何か得体の知れない雰囲気を持つ私より少し年上に見える少年が目の前にふっと現れました。

「あれをやったのは君かな？」

「誰ですか貴方？」

「ラスティ、三代目勇者以来の剣の天才なんて呼ばれてる奴だ。てめぇ俺達に何の用だ？」

「貴方の様な下賎な人間に話しかけてはいない。そこの可愛い君に聞いているのですよ。あれは君が？」

「この野郎……坊ちゃんが調子に乗ってんじゃねぇぞ」

「黙ってくれないかな」

「あっ！？」

「セコス、ちょっと静かにして」

「だってこいつがっ……」

「ラスティさん、その事ですが他には誰にも言っていませんか？」

それがバレルと色々と面倒な事になりそうですから。この人を口止めできるならしておかなければ。

「誰にも言っていませんよ、言うつもりもありません。その代わりと言っては何ですが君の名前を教えてもらって良いですか？」

「ロイです」

　

「ロイ……良い名前だ。　君に結婚を申し込む」

　

「え？」

　

　

マナカナ結婚制度～～

基本的に結婚するのは男性同士。子供が欲しい場合は女の奴隷に代わりに生ませます。

結婚を断った場合、決闘が発生し負けてしまうと強制的に結婚させられ、勝った場合精神的な慰謝料やら何やらを請求できる権利が与えられます。

結婚制度のご利用は計画的に。

　

　

　

　

　

　

　

僕の決闘～

　

　エビスの決闘制度

基本的に決闘するのは女性同士。決闘を断る事もできますが、周りの雰囲気が冷たくなるオススメしません。しかし負けた場合は使い魔として奴隷にされます。負けた方は

日々の雑用から下の世話までやらされても文句は言えません。経済的にも骨までしょぶられる覚悟をしましょう、本当に骨までしゃぶられる場合もあります。決闘制度のご利用は計画的に。

　

「で、何で僕に決闘なんか申し込むのかな？」

「初代魔王の血族にかけて、貴方みたいな成り上がり魔族に次代の魔王は任せられません。

私に叩き潰されて自分の立場を思い知るといいですわ！」

面倒な事になったな～。学園の寮の前で突然呼び止められたから、

パンツでも見せてくれるかと思えば。

「言っておくけど、断っても無駄よ」

「いや、断るつもりも別に無いけどさ、本当にいいの？」

「何がよ？」

　

「僕は容赦しないからね。プライドも何もかも砕けて、犬みたいになる覚悟はできてる？」

「調子に乗るのもいい加減にしなさい……！　その思い上がりを完膚なきまでに叩きのめしてあげましょう！」

挑発に簡単にのるタイプ、こういうのを相手にするのは楽しめそうだ。

「よし、じゃあ決闘のルールは相手に負けを認めさせたほうでいいかな？」

「ふん、成り上がりがっ……すぐに後悔することになるわよ！」

後悔も何も僕には負ける要素がないような。

「今のうちに謝れば許してあげますわよ……」

決闘用に建てられた闘技場に移動し向かい合うと、彼女の足は微かに震えていた。口では強がっていても内心じゃ怖がっているみたいだね。

「それでは双方準備はよろしいですか？」

レフェリーっぽい人が何かそれらしいポーズをとってる、こういう人ってこれでご飯食べれてるのかな？　副業？　本業が気になる。　結構可愛いから夜のお仕事だといいな。

「ファイァくっしゅん！！！…………スン……スン……んん……ずず、ット！」

鼻の調子が悪いのか喉の調子が悪いのか。それともプロ意識が低いのか。そんな疑問を抱えながら決闘が始まった。ていうか、ファイまで言ったからって「トッ！」って……手を抜きすぎでは。

「いくわよっ！　漆黒の炎に焼かれなサイーー！」

口から凄い炎がぶぉーって出てますけど、大丈夫かな？　口内炎で悩んだりしないのかな。

「どんと来い！」

するりと華麗に避ける事もできますが、試しにちょっと焼かれてみる事にしました。

究極のＭの一面を持ち合わせている僕にとってはこの程度の炎、ちょっと刺激的なプレイだと思えば涼しい…………って熱いわ！！　やばいよ！　余裕かましてた！　この炎はやばい！　あれだね漫画とかでありがちな消せない炎って奴だよ。　

「油断したわね！　まさか初撃で決着がつくなんて！　これが私とあんたの差よ！」

　

　燃える～燃える～僕は彼女に抱きついてみた。当然避けようとしたけど前世の卓球クラブで藤田さんに「なにあれ……気持ち悪い動き」って言われたフットワークで捉えてがっちり掴んだ体はもう離さないよ。死ぬまで。

「何すんのよ！　言っとくけど自分の炎で燃えるような間抜けじゃないわよ！」

「やわらかいわ～～むにゅむにゅ～～」

「どこ触ってんのよ！　決闘中なのよ！」

胸。


「ペロペロしていい？」


　


「駄目に決まってんでしょ！」


　

「ていうか速く降参しなさい！　このままじゃ灰になるわよ！」

「いやいいよ……このまま燃えても良い……もにゅもにゅしたい」

「何て奴なのっ……」

　

そして僕はそのまま真っ白な灰になった。

尊敬する●吹ジョーさんと似たような感じになれるなんて嬉しいよ。

　

　

　


☆私の決闘（ロザリー視点）


　

「さて、君はこの決闘が終われば僕の嫁になるわけだけど、新婚旅行には何処に行きたい？」

結婚後のハネムーンまで想像を広げるなんて、何て気の早い少年なのでしょうか。

「私はまだ結婚する気はないんですが……六歳ですよ？」」

「貴族の生まれなら六歳で婚姻する事は別に珍しい事じゃないんだよ、大丈夫初めては優しくしてあげるから」

「別にそういう行為に不安があるわけじゃないですし、しかもすぐにやる気ですか！？　早熟にも程がありますよ！」

「まぁ、愛というのはゆっくり育んでもいいものだよ」

駄目だ、この人は私の言う事を右斜め上に解釈してる。

勝てば良いのですが、ちょっと怖い。

「いや～～大変だな、お前。　頑張れよ」

そういえば貴方がいましたね。

「待ってください、私には既に婚約者がいるんです」

「まじかよ……うっ……お尻がっ……まさかお前……」

「それは本当ですか？」

「はい此処にいるセコスが恋人です。という事で、僕が欲しいならまずセコスを倒してください！」

言い切ってしまいました。　

セコスには気の毒ですが、これで賊行為に関してはチャラにしてあげます。

「お前……俺に押し付けるつもりか……」

「いいじゃないですか。気に喰わないって顔してたし、ぼこぼこにしてやれば。頑張ってくださいね。優しい貴方なら分かってくれると思うんですけど……どうですか？」

「てめぇ……これじゃ脅迫じゃねぇか……うっ！　糞……やればいいんだろ！　やれば！」

「小声でなにやら相談しているようですが、其処の下賎な人間が私に敵うなどとは思っていないでしょうね、はははは」

「おい、あいつ殺しても良いか？」

「禍根は残さないで」

復讐の連鎖よくないです。

「ちっ……おい、決闘届けを出しにくぞ、後からケチ付けられたらたまったもんじゃねぇ」

「その言動を聞いていると哀れになってくるよ、力の差がわからないのかい？」

「はっ！　言ってろっ、どっちが強いかわからせてやるよ」

一体どちらが勝つのでしょうか。セコスが負けたら優しく介抱してあげましょう。それが私にできる事。

　

　

ドカドカッ！　ズバッ！　ヒュンっ！　ポテッ。

　

　

　決闘が始まってもう一時間くらいたちました、ふわぁぁああ、あんまり退屈だから空の雲の動きを目で追ってたら眠くなっちゃた。

　

「セコス……中々やるじゃないか……」

「あんたもな、俺と此処まで互角にやるとは……」

ん、これは理想の展開になりました。　雨降って地固まるというか

「拳で語れば親友《らいばる》だ！」みたいな……凄い燃える展開のはずですが……萌えた。

　

何故！？　何故私は腐り始めてるのですか！？　まさか自分がこんな腐女子になるなんて……予想外です、そんなのって。　でも萌えちゃう。

あれ、何でどっちが責めで受けとか考えてるんですか！？

腐るな私！

「オイ、ロイ……こいつの気持ちに応えてやってくれよ」

何を神妙な顔をして言うかと思えば……え？　どういうこと。

「セコス……私の為に……身を引いてくれるのか？」

「あぁ、お前とやりあってわかったよ、どれだけ本気でこいつを嫁にしたいのか……その気持ちには勝てネェ」

あれれれ？

ちょっと流れがおかしいよ。

「そういう事だ……悪いなロイ……」

そんな清清しい顔されても困りますよ。　

何雰囲気に呑まれてんの？　

馬鹿なの？　

また尻の異物感味わいたいの？

「いや……ロイ君には悪いが……あの話は無かった事にしてくれ……」

「え？」

あれれれ。

流れが読めないよ。

「セコス、私と結婚してくれ！！」

「は？」

「ちょっと待ってくれ……俺は女が好きな変態なんだ、悪いがお前の気持ちは無理だ！　勘弁してくれ！」

「何を言うんだ、君が望むなら私は男の娘になってもいいぞ……これでも容姿には自信があるんだ……見てくれこのうなじ」

「いや、そういう問題じゃねぇって！　おいロイ助けてくれ！！」

「ふひっ？」

「なにふひふひ笑ってんだ！　気持ちが悪りぃ！」

「ラスティ君、私は祝福するよ。お幸せに」

がっちりと握手をする私達。

「ありがとう……やっぱり君は私の思ったとおり優しい人だ……心変わりを許してくれるのかい」

許すも何も大歓迎だよ。　腐った女子的にも。

しかしこれはもう認めざるおえません、どうやら私は腐ってしまったようです。

それが嫌じゃないのがちょっと悔しいです。

「ロイ……どうにかしてくれ、元はといえばお前がっ！」

「知りませんよ、貴方が変な提案して好感度あげるからこういう事になったんですよ、

自業自得です」

「ぜってぇー俺の責任じゃね……」

「セコス、どうか私の愛を受け入れておくれ」

「無理だ！」

ダッシュで逃げるセコスを追いかけるラスティ。

「やめろおぉぉぉぉーーー！！　俺は女が好きな変態なんだ！！！！」

「私は君の為なら男の娘になろうじゃないかーー！！」

「それじゃ駄目だぁーーーー！！！」

とりあえずこの二人を生暖かく見守っていきましょう。ふひっ。

　

　

勇者養成学園寮～～

　寮の自室にセコスに案内された私が休んでいると

こんこんと部屋を叩く音がした。

「この世界にもノックの文化があるんだな」と思って扉を開けると。

何と先程のか弱そうなアルスきゅんではないですか。

「あの……助けてくれてありがとう！」

もじもじ照れてる、　止めてください、

これ以上私の腐敗を促進させないで。

「何故僕だとわかったんですか？」

「あの時……君から魔力を感じたから、セコス君にも聞いたし」

セコスめ！　余計な事を！

「ちょっと見ていられなかったから……別にお礼なんかいらなかったのに」

「…………やっぱりかわいい、この子なら……」

「ん？」

何やら小声で呟いていますが、聞こえませんね。　兄なら前世譲りのコンクリート越しに更衣室の女子の会話を鮮明に聴く地獄耳で、聞こえたのでしょうが。

「これからよろしくね」

だから何で照れてるんですか……、この子も男が好きなのかな。

「ねぇ……そういえばロイ君、聞いた？　この学園にもしかしたら女が紛れ込んでるって噂があるんだよ」

は？

「そそれは……そんな根も葉も無い噂が一体何処から？」

何でそんな噂が立ってるの？　もしかしてばれた……？

「……何でそんなに慌ててるの？」

「あ、慌ててる？　そんな風に見えるかなかな？」

「……うん。凄く挙動不審だよ、身体がぷるぷる震えてる」

身体に動揺が現れてる。　でも止まらない。

「これは…………最近たまに何故か震えるだけで、他には何の意味もないですよ」

「え！？　プルプル震えるの！？　本当に！？　嘘でしょ！？」

「……え、えぇ」

プルプル震えるって、私は北アメリカにおいては最も古い犬種であり、テチチ(Techichi)として知られるアステカ文明の王族の時代から飼われ儀式の生贄とされていた、現状よりすこし大きい犬種の直系の子孫であると考えられている。人墓から一緒に埋葬されたテチチの骨も発掘されている、日本名チワワか。（wikipedia引用）

おっと、前世で女子だけのクイズ研究会に入る為に鍛えたクイズ脳は

どうやら私が受け継いだようです。

「そんな……！！　それはプルプル病の末期症状だよ！」

「え？」

「神経性の病気で、治療しないと一年で死ぬ病気だよ！　いつから発症したの！？

ていうかスライムに犯されたの！？」

　

（プルプル病～

スライムに性的に犯されたときに稀に発症する体がプルプル震えて止まらなくなり、

下痢になり、肩こりがなくなり、腰痛が改善され、ぷるぷるのお肌を手に入れ、

最終的には死に至る恐ろしい病気である。）

　

　そんな病気聞いたこともないですよ……。

「どうしたの！？　ロイ君まさか……もう喋れなくなってるの！？」

「……いや、ただ震えるのが好きなんですよ、そういう病気とかじゃないです、だから気にしないで、あははは」

　

　

「何いってるの！？　さっきと言ってる事が違うじゃないか！　大体震えるのが好きってまさかスライムに犯されてできた子供なの！？　いいから僕に診せてみてよ、これでも薬師ギルドの跡取りだから、昔からお医者さんごっこ一杯してたんだ！」

「ちょっ！！」

服を脱がそうとするな変態！　お医者さんごっこは勘弁ですよ！

「……え？　これは……胸がある……？　え？　え？」

　

終わった。私の人生は終わった。

　

「コレは……中に綿を詰めてるんです」

しかし、諦めてはいけない、何とかフォローできるかもしれない。　前世で更衣室の下着を盗んだ犯人に疑われた時に口八丁で友達のカズマ君を主犯に仕立てた話術が私に受け継がれているなら何とかなる！

「そうなんだ！　ってきり下等で下賎な女の子かと思ったよ……」

　

純粋な子だ！　今の普通信じるかな？　ていうかこの国の人の女性に対するイメージ怖い。

何はともわれ……助かった。

　

「って、そんなので誤魔化せないよ！」

ぎゃ。

「あははは！！　まさかロイ君が女だったなんて……がっかりだよ！」

何ですかその乾いた笑いは、怖いよ。　そういうキャラじゃなかったじゃない。

優しい頃の自分を取り戻して。

「この人なら僕を捧げてもいいと思う人が見つかったと思ったのに！　騙したな！」

いやそんな事言われても。

「僕の心を弄びやがって！　これだから女は嫌なんだ！　どうするつもりだ！」

「いや、どうするも何も……」

私に責任があるのこれ？

「うぅ……何で僕が好きになった人が女なんだよぅ……

これじゃ僕と一緒じゃないか！」

「え？　え？」

「見てよ！　コレを！」

何でしょう、何か嫌な予感がしますよ。　気づいたらパンツがなくなってた時と同じような。って、何で服を脱ぎだすんですか！？　そういう趣味はないですよ！

　

……胸。私よりでかい。兄が喜びそう。「ぺろぺろしたいよ」って言いそう。

　

「僕は女なんだ……」

　

え？

　

告白～～～＾

「僕の家は他に子供がいなかったから、男として育てられたんだ……この学園に入る時に

『今まで黙っていたが実はお前は女の子なのだ、絶対にばれてはいかんぞ……？

本当なら行かせたくないが、お前が居ると母さんとなんていうかあれな事しにくいじゃん』って言われて知ったんだよ。

今まで何で僕には他の男の子みたいに股にぴんくの棒がないんだろうって思ってたけど……女だったなんて……今更言われたって、僕は自分の事を男としか思えないよ。せめて男

の娘として育ててくれればよかったのに……」

……そんな事を私に言われてもね。

「大体、入学する前から、いつもシェンロンっていうむさマッチョに付きまとわれて、困ってたんだ……僕は男の娘じゃないっていっても

『うるさい！　金儲けしか取り柄の無いギルドの子供が俺に逆らうのか！？　

大人しくドラゴン耳付けて俺の嫁になれ！　うへへ！』って言ってしつこいし……そんな状況に嫌気がさしてた時に現れたのが君だったんだ！　僕にとっての天使！　初めて男を好きになった！　でも好きな人に自分を偽るのは嫌だったから正直に告白して抱いてもらおうと思ったのに、君はそれを裏切ったんだ！　凄くタイプの顔だったのに……

顔が凄いタイプだったのに……」

顔ですか。

「とりあえず落ち着きなよ……ほら涙を拭いて」

「うぅ……うぅ……何で君が男じゃないんだよ」

「顔だけでよければ私にそっくりな変態を紹介しますよ、

ただし貴方が想像してる百倍の変態です。普通に犯罪者レベルです。

変態行為を強制される可能性もあります、てかされます」

「……それでもいい……顔さえ良ければ」

結局顔だったんですか。

いや子供なんてそんなものか……。

しかしむさマッチョとこの子のカップリングも見てみたかった私はおかしいでしょうか。

「本当にいいんですか？　言っておきますが、ちょっとしたＳＭプレイなんてものじゃないですよ？

色々拡張されるかもしれませんよ？　てかされますよ？」

「それでもいい……顔さえ良ければ……」

面食いっ……！　清清しいほど顔で判断しますね。

でもこんなに華奢で可愛らしい子が兄に蹂躙されるのはいたたまれない。

　

　

☆★☆★☆★

　

　

対神恐怖症《たいじんきょうふしょう》の神～～～

　

　ほんの少し昔、世界には様々な神が居た。

ある時、らぐなろくと呼ばれる神たちの戦争が起きた。

当時天界にいた神は全て死んでしまった。

その戦争が終わった頃、対神恐怖症《たいじんきょうふしょう》で人間界の精神科に通っていた少女は帰ってきて絶望した。

「きっと私のことがうざいから、皆で出ていったんだ。

もう誰も信じられない」

自分しかいなくなった事で、自動的に真なる神に選ばれた少女はそれから、世界を見続けた。暇なときは下界にボーイズラブ本を買いに行った。

それからずっと青少年達が美しく絡み合う本やらたまには趣向を変えてがちむちのおっさんとショタの絡みを見てみたりした。読みながら待ち続けた。　次に神に転生するのは誰だろう？　あれ、この世界に何か異変が起きてる……なにこれ……エロ本に囲まれた青年が血まみれで倒れてる……。あんな如何わしい本買うなんて何て変態なの！

　

まさか次の神って変態なの……？　嘘でしょ、どれだけ待ったと思ってるの？　

何でこんな変態なの。

　

何で変態なのよ！！　

　

私は何の為に今まで……待ってたの？　下っ端の天使に「神様って……正直どうなんですかね？　その服装とか顔とか……なんか古いんだよな～もっと新しい神のイメージ出していきましょうよ！　そんなんじゃ新しい天使が育たなですよ、もっと神様には背中で語っていただかないと」って言われたからお洒落して待ってたのに！」

　

何で変態なのよ！！　駄目よ……あれこれ考えても解決しないわ、とりあえずこいつを

どうにかしないと……そうよ、魂を二つに分けて何処かの世界に転生させましょう。

上手くいけば魂が相殺しあって消えるかも。

　

本当はこんな事したらいけないんだけど、変態だからいいよね。

　

　

　

【白の間】

そんな優しい気持ちで送り出してあげたあの少年の片割れは思ったより早く戻ってきた。

「何でまた来てるのよ……まだ六年しか経ってないのに！！　どういう事よ！　

何で死ぬの！？　そして何でまた此処に来るの！

訳わかんないわ！」

「はははは」

「笑ってんじゃないわよ！」

また股間を蹴られました。

この人ちょっと暴力的じゃないですか……荒ぶる系の神ですか。

「うぅ……痛いです」

「ちょっとは反省しなさいよ」

何を反省しろというのでしょうか。

命を大切にしろという事かな、でも僕には後悔はあんまりないよ、最後に可愛い子ペロペロしたし、今度は神様をぺろぺろしたいよ。ちなみに僕的にはペロペロとぺろぺろは別物だ。

「ふざけんな！」

おっと！　気持ち悪いかさかさした動きのフットワークで避けるよ。

「流石にこれ以上蹴られたら変な方向に曲がりそうだから止めて、もう十分気持ちよかったし」

「くっ……私の一撃を避けるなんて……」

「伊達や酔狂でクラス内で馬鹿にされる卓球クラブに入った訳じゃないですから、

それで神様は相変わらずノーパンですか？」

「当たり前でしょ！」

　

　

当たり前なのかっ……！　感動したっ……！　ん？　コレなんだろう？

　

アクセス権限？

　

「それに触るな！！」

　

そういわれると触りたくなるよ！　ちなみ今のを痴漢に言うと下手したら逆効果だから、気の弱いめがねっ娘が勇気を振りしぼる場合には気をつけて。

　

【管理者権限を委譲するんな？――――】

ふむ、どういう事だろう。　管理者というともしかして神様の事か。

『はい、平行世界を管理する資格【神】をあなたは得たんだなぁ』

「何ソレ……食べれんの」

『管理権限を現行の【神】に任せてよろしいですか？』

「食べれんのって聞いてるのに」

『黙るんだなぁ、こっちは今仕込み中なんだなぁ』

怖い……。何この脳に響くヴォイス。大体、何を仕込んでいると言うのか……。

【世界を管理する資格をあなたは得ました】

さっきのは何だったんだ。

「はいはい」

【管理権限を現行の神に任せてよろしいですか？】

「はい、はいそれでいいですよ」

神様とか面倒だよ。

それより僕は持ち前の好奇心という名の性欲で、女の子の色んな生態に迫りたい。

ムツゴロウみたいに。

「あなた……馬鹿なのですか？　神になったら全世界が思い通りなんですよ？」

「いや～～、世界が思い通りとかつまんないしね、そりゃ楽なのは一番だけど、何でもできるってつまらないでしょ」

「不思議な人間……地球の変態というのは皆そうなの？」

「うん」

知らんけど。

「うぅ……大体何で私より魂のレベルが上がってるのだ……何なのぅ……」

「おい、ノーパン」

「何よノーパンって、さっきまで神様って言ってたじゃない！」

「同じ立場の人に神様っていうのもおかしいでしょ、ノーパン神様の神の部分を取り除くとノーパンだよね、それとも実はパンツ履いてるの？　キャラがぶれるなぁ」

「そういう事じゃないでしょうが！　私は先輩なのよ！？　ノーパン呼ばわりはないではないか！」

「……そういう先輩風吹かすと嫌われるよ？」

「何よ、急に強気になっちゃって……調子に乗ってんの！」


「ふっ……ノーパンちゃんに言われてもね……はっきり言って今の貴方の属性はノーパンしかない唯の変態ですよ……この変態！」


「おぬしに言われたくないわ！！」

「うっ……」

「さてノーパン、ノーパン見せて、『うぅぅん……恥ずかしいですぅう……』って言いながら」

お尻フリフリすると尚良し。

「ふざけんじゃないわよ！　変態に屈するなんてこれまで神だったプライドが許さない！べーーだ！」

「何なんですか……先輩として僕の筆おろしぐらい手伝ってくれてもいいじゃないですか！」

「いやにきまっておるわい」

　

「の～ぱん！　の～ぱん！」（軽快なリズムで合いの手を入れる）

やはり脱ぐには雰囲気作り（合いの手）が重要だろう。

「脱がないわよ！　神様に性的な要求するなんてどれだけ変態なのよ！」

「僕も脱げと？」

「何でそうなるのよ！　

あぁ……地球は平和すぎるのね……だからこんな頭の腐った変態が生まれたのよ」

「そうでもなかった気がするけどね」

確かに前世は僕の周りは平和だったけど、世界を見渡せば

「アフリカの人は食べたくても食べられないのよ！」

って言われて腹痛に成る程喰われされたことがあるぐらいに平和じゃない。

あれが平和な日本の一家庭の出来事なんだから狂ってるよ。

大体アフリカの人だって……あんなに腐った肉食わされないと思う。

食べますか？　アフリカの人。

「ああいえばこういうんだから！　先輩に逆らったらどういう目に遭うか教えた方がいいみたいね！」

「え～……もう決闘とか飽きたよ……ステージがベッドの上ならやっても良いけど」

「何する気よ！」

言わなくても分かるでしょうよ。アレするよ。

「それで先輩、僕さっきの世界に戻りますね」

「え？　何あんた、もう行くの？　そそんなに急がなくてもよいではないか。

土下座して頼むならこれから色々神様としての役目を教えてやろうというのに」

神様とか面倒だよ。それより僕は持ち前の好奇心という名の性欲で。女の子の色んな生態に迫りたい。

「いってきます」

「あ、行っちゃった……なんだあいつ……後輩で変態の癖にっ！

私が先輩として色々教えてやろうと言ったのに！」

　

　

魔王学園入学式～～

　

「学園生の皆さんに三歳の狂頭先生から貴様らに有難いお言葉があります！　

一旦ひれ伏しましょう」

皆が戸惑いながらも渋々ひれ伏す中、僕は誰よりも早くひれ伏した。下の角度からならパンツが見えると思ったから。

実際に見えた事が僕を判断の正しさを証明した、いや誠に

「今日は我が学園の入学式でちゅ。最初に知っておいてもらいたいのは貴方達と校長の上下関係、校長は凄く偉いでちゅ。校長は全て正しいでちゅ。校長がしまぱんといえば狂頭が履いてる水玉もしまぱんでちゅ。いいですか貴方達はあくまでただの吐き気がするような糞餓鬼でちゅ、調子にのったらこの世から校長に消されても文句は言えないでちゅ。さきほど校長銅像に落書きをしているところを見つけて問い詰めると『コレが私の芸術……キリッ』とか言う生徒がこの世にいたでちゅが。

皆さんが今想像したとおり校長パイルドライバーの犠牲になったでちゅ。

現役バリバリで実は魔王の暗殺を企ててる

小悪魔アリエッティ校長の隠れファンになりまちょう！」

「あはは、照れるなぁ……

まぁめっちゃ邪悪で強くて可愛い私を褒める気持ちはわかるですぅ」

あの子いなくなったのか！

スカートが短くて無防備だったからパンチラが見れそうな子だったのに……。

許すまじアリエッティ校長！　パンツ見てやる！

「しかしすがすがしいゴマのすりっぷりだね、あの若さで出世するはずだよ狂頭」

「そもそも、何であんた生きてるのよ……灰になってたじゃないの、まさか不死身なの？」

「よく寝るからだよ」

「絶対違うわ……」

この人睡眠の重要さがわかってないな。十分な睡眠をとらないと僕のお｜父さん《ゆうしゃ》みたいにはげるのに。

に。ん？　ああそういえば言って無かったですね、僕のお父さんはげてますよ。

勇者ってストレス溜まるんですかね。

まぁ勇者時代に宝探しと称して民家の壷割ったり引き出しから金を頂いたりした方々から感謝の手紙という名目で送られてくるけど実は呪いの手紙が精神的にきついのか。

（例えばよく見ると小さい死の字で書かれているとか、縦読みで読むと

『貴方はとんでもない物を盗んでいきました、妻の病気を治すための万能薬です。

私の愛しい妻を返せ！』とか）

まぁ単なる遺伝だと思うけど。

「うぅ……違うんだ、こうするしかなかったんだ……

王宮からひのきのぼうと薬草しか渡されて何も無い僕が成長するにはそうするしか……」ってうなされてたし。難儀なもんですね、勇者と言うのは。

「其処の餓鬼共！　私語は慎まんか！」

あ、担任紹介でにょるにょるしてたスライム魔人のジャニファー飯田先生。

手にバールっぽいパールを手放せないらしい。

「石釜オーブンの上で土下座して謝罪しろ！」

どんな気分になるのか興味はあります。

しかし熱いのは嫌なので僕はその場に寝転がった。

「何だ貴様！？」

「何してるの……こいつ……」

「これぞ土下座を超えた土下寝、自らを無防備にさらけ出すことで

『いかようにでもしてください』という謙虚な気持ちを現しているのです」

「何とっ……！　こんな斬新な謝罪の仕方は始めてだ！……よし許そう！」

「えぇ……それでいいんですの？」

「うるさい！お前は弱火でじっくりコトコト煮込む土下座して謝罪しろ！」

ちょっと美味しく仕上がりそうですね。

「えぇ！？」

「先生、この子には僕がたっぷりと言い聞かせますから、どうぞご勘弁を」

「むぅ……しかしな、コレばかりはなぁ、しかし君が言うなら摂氏40度から70度くらいで煮込むからそれでいいかな？」

魔族ならそれぐらいは大丈夫かな？　あれ何で顔面蒼白なの？

「私……泳げないの……」

「龍の癖に？」

「うるさいわね！　空の王者なのよ！　空飛べるんだから泳ぐ必要なんてないでしょう！

まさか煮込まれるなんて思ってなかったし……」

その気持ちは分からないでもない。

「どうしても見逃して欲しいなら何か斬新な謝罪を見せてみろ！　寮のキッチンを使用しても構わん！」

どうやらこの人謝罪が好きな人のようです。

特に調理器具を利用した土下座フェチなのか。

「斬新な謝罪……？　どうすれば」

「僕に案がありますよ」

「……しょうがないわね、言ってみなさいよ」

ちょっとむかついちゃったけど、昨日ペロペロさせてくれたから許します。

「そうですね、オーソドックスですが

土下座しながら相手の足をぺろぺろ舐めたらどうですか？」

「それがオーソドックスなの？」

「はい、奇抜な方法だと前周り受身土下座とか月面宙返り土下座。後『別に……』も中々物議をかもす感じでオススメです」

「それは謝罪なの？」

「謝罪の定義が何かというのがそもそも曖昧ですから」

「曖昧かしら？」

「貴様！　早く謝罪しろぉ！　（謝罪が）欲しい！」

バールっぽいバール振り回すなよ。危ないじゃないですか。

「ひぃ……何なのよこの人……頭おかしいんじゃないの！？」

変態慣れしていない人にはわからないのか……こいつは変態だよ。

それも僕の見たところ、後一歩で変態道を逸脱して犯罪者になるライン。

よき変態とはよき紳士、バールは振り回さない。バールフェチなら別だが。

　

　おっと僕が紳士かどうかという突っ込みはやめて欲しいね。

聞くだけ野暮ってもんです。

「貴様ら、静まれでちゅ！　

今からアリエッティ校長から涙が出るほど深イイ挨拶を賜るでちゅよ！」

　

　

「……謝罪を聞きたかった……」

とぼとぼと教師達の集団に戻っていくジェニファー飯田先生。

「助かった……の？」

ちょっと煮込まれてるところも見てみたかったな。

「僕のおかげですね」

「どこがよっ！　…でもまぁ感謝してあげるわっ！　こ、光栄に思いなさいよね！」

後日、ジェニファー飯田先生他３名が、経費の使い込みで学園を去った。

安月給のジェニファー飯田がバールっぽいバールショップで黄金のバールっぽいバールを購入した事を目撃された事から芋づる式に事件が発覚した。

　

魔族の職業に対する倫理観って一体どうなってるんでしょうか。

　

ちなみに、アリエッティ校長が話した、過去の粘っこくてどろどろした甘酸っぱいＳＭ体験はその後三日間に及び、全校生徒の半分が怒って退学すると言う事態を巻き起こしたのだが、他の生徒を先導して学園を退学した何人かは行方が解っていない。

　

　

　あれ？　アリエッティ校長のスリムなお腹が少し膨らんでるよ。

　

体育の授業

「ねぇ、何で私たちしかいないの？」

「……さぼってるんじゃないかな」

　さすが、魔王を目指す者達が集まる学校。

まさか生徒だけでなく、教師まで授業をさぼるとは、もはやこの場所って存在する価値が無いような気がします。

まぁ初日にアリエッティ校長があんな長々と不倫体験を語らなければこうはなっていなかったかもしれません。

「くぅ、来るんじゃなかったわ寮に、帰るっ！」

いや～しかしこの娘、突然決闘なんて面倒なものを挑んでくるだけあって、中々生真面目な性格ですね。

魔王には向いてないだろうけど。

「な、何で付いてくるのよっ！」

「同室じゃないですか」

「うぅ……なんであんたみたいな得体の知れない奴と同室なのよ……ストレスがたまるわ」

「世の中ってそんなものですよ、部屋に戻ったらマッサージでもしましょうか？」

（手をにょろにょろ動かす）

「手の動きがいやらしいのよっ！　何かしたら許さないわよっ！」

　

「お前らが魔王候補か？」

　

ん？　何だこの人……人間の男？

ひげもじゃだ。

「は、はぐれ勇者よっ！？　逃げないとっ！」

「はぐれ勇者って何だい？」

「ふふ、説明してやろう。はぐれ勇者は、実力はあるが家柄やコネがなくて正式な勇者になることのできない、可愛そうな人達。普段は安い時給で店長に『このあほがっ！力しか能の無いかすがっ！』と叱責され一日で辞め親の金で暮らしていたのだが、一発逆転を狙って魔王候補共を捕まえて、女が好き特殊な性癖を持ったな変態に売る出稼ぎ業で懐を潤してるのだ！　ちなみに我が名は勇者ヤッフゥ・チエブクロイ！　何でも気軽に聞いてくれよな！　ただし同じ質問は駄目だぞ」

説明してくれたね。


「しかし、此処の警備はざる以下だな……、見張りの奴は爆睡して『起こしたら殺す』って張り紙してたぞ……？　あれで給料もらえるなんて仕事を舐めてるなっ！！」


「悪魔らしいね」

「何やってるの！？　早く逃げるわよっ！」

「ふん、逃げられると思うなよっ！！」

「きゃあっ！！」

はぐれ勇者とやらに片腕を捕まえて持ち上げられた拍子に少しだけパンチラが見えた事で僕は興奮した……はぁはぁ。

「おらそこの餓鬼も大人しく俺に売られるがいいっ！　今後の待遇に関してはじっくりと説明してやるぞっ！　何、悪い様になるかもしれんが、しっかり丁寧に説明して心の準備はさせてやるっ！　何だったら俺様が初めてのお客様になってやろうか！？　そういう仕事のやり方についても説明してやろうぅぅぅ！」

く、狂ってる……。

「何なのよこいつ……って何あんた腰を落ち着かせちゃってるの！？」

「ちょっと鑑賞モードに入ろうと思って」

「何よそれっ！　あんたそれでも同じ魔王を目指す……いや確かにそれで正しいのかも知れないけど助けてよっ！」

「わがままだなぁ、た、助けてもいいけどパンツ見せてよねっ！」

「な、何を要求してるのよっ！　ひ、卑怯だわっ！　そんなんだったら助けてくれなくても別にいいんだもんねっ！」

「じゃあ僕は購買部でも行ってくるよ」

売り子が巨乳だったから、いつか揉みに逝こうと思ってたんだ。

しかもいつも寝てるから無防備な姿も見られるしね。

「ま、待ちなさいよっ！」

「ていうか……燃やせばいいじゃないですか……？」

僕を燃やせたんだから燃やせるはずだろう？

「……」

「俺様が説明してやろうぅ！　この雌餓鬼は男性恐怖症で男に触られると力が使えなくなる敏感さんなのだ！　やっふぅぅ！！　これは説明好きには常識だぜぃぃ！！！」

この人いい加減うっとうしくなってきたよ。

さっさと性的好奇心を刺激する事すればいいのに……。

「いや、待てよっ！　ここで助ければ僕の好感度もうなぎ登りで人気投票的な事をしたとしてもランキング入りできたり、あの子が自主的にパンツ見せてくれたり色々してくれる可能性もあるぞっ！？」

「無いわよっ！」

思考が漏れていたか……。

「貴様ら中々説明心をくすぐる奴らだっ……さぁ大人しく俺様に説明されるがいいぃ！！（目が白目で口が半開き、俗に言うアヘ顔で手足をばたばたさせるはぐれ勇者、今気づいたのだが親指が人差し指よりも長い）」

目的変わってないか？

というかそろそろ助けてあげよう、本人が否定してても世の中何が起こるか分からないからね。大体パンツぐらい見せてくれたって罰当たらないのに……ケチだなぁ。

まぁ、助けてあげよう。僕の良さを知って股を開くかもしれないし。


（只今戦闘中です。しばらくお待ちください）


　

「馬鹿な……村で一番力持ちだった俺が説明する暇も無くこんな餓鬼に負けるなんて……せめて最後に負け方を説明させてくれ……」

「駄目」（ドゴスココーーン！　腰のあたりを蹴る音）

「あべるっふぅぅぅ！！！（呻き声）」（ポテリ）

「……や、やったのね？」

「褒めて褒めて（キラキラとした目でありながら、ちょっとスケベな目を投げかける）」

「あ、あんたって強かったのね……まさかはぐれ勇者に圧勝するなんて……」

「あんまり、強くなかったよ？　というか男性恐怖症だったんだ」

（にょろにょろと手を動かし、体全体をじっとり見る）

「何なのよっ！？」

「何でも無いけど……？」

「せっかく格好良いと思ったのに……」

「ん？　何か言った？」

「な、何でも無いんだから！　灰になればっ！」

もう一度なったんだけど。

　

　ちなみにその後の授業も誰もいなかった。そういう訳で、僕は購買部の巨乳な人に会いに行くことにした。

　

……寝てる。本当にこの国の人の就労意識ってどうなってるんだろう。

大体、寝るんだったらもっと露出度高めの服を着てチラリズムを堪能させてくれれば良いのに。

　

あれ？　胸に何か本が挟まってるぞ？

　

俺のあの子は風紀委員！

　

　中山高校では性春を謳歌する爆発予定リア充と年齢＝彼女いない暦のエリート童貞達が対立する県下でも稀な高校である。

　

「明日から校門で持ち物検査するから」

その一言がエリート童貞達の中でも突出した変態たちの心をかき乱した。

「どうすればいんだ？　明日から俺達はどうやってエロ本を持って来たら……」

毎日エロイ妄想ノートを記すのを日課にして、いつかそれが現実になるのを待っている根岸がまるで凄く美味しい某ゼリー系食品を喉に詰まらせたような調子で呟いた。

「なんでやねんっ！　放課後に皆で集まってエロ本について談義するわてらのささやかな楽しみを奪うっちゅんうんか！！　風紀系リア充が爆発しろちゅうねん！（風紀委員でリアルが充実している人）なんでやねんっ！」

兄と姉が東大（東の果てに存在する魑魅魍魎共の巣）卒でありながら、自信は順調にのびのびした頭のブラジル人と大阪人のハーフのフランシーヌ万次郎が叫んだ。

ちなみに彼は大阪に存在した経歴はない。

「……僕は君達とはもう一緒にはいれない」

は女装壁があって小学生のコスプレをしながら優しそうなお姉さんに

「迷子になっちゃたです～～うえ～ん」って言いながら抱きつく童顔ショタで俺の初恋の人である、中山｜巌《いわお》が静かな声でそう言った。

「中山！　お前裏切るのか！　大体お前この学校のオーナーの息子だろ！　

何とかしてくれよ」

根岸は普段から困ったことがあれば誰かに頼るタイプの人間だ。

自分だけで解決しようとする事はまずない、しかし唯一自分の部屋のエロ本の整理だけは誰にも頼らずやると自慢している。

「それは無理だ、僕は家族に変態として心配されてるんだ……

そんな事を言ったら病院に入れられるかも」

実際に中山が精神科に週一で通わされている事は事実だ。

「……皆ごめん、今までありがとう」

「中山ぁーーー！！！　貴様逃げるのかぁーー！　変態の風上にも置けない奴だ！

二度と顔を見せるなぁーーー！」

そしてその場から立ち去る中山少年。

彼が立ち去ったのを見て号泣する男が一人。というか俺の事。

「田中……泣いてるのか……？」

「……泣いてネェよ……くそっ！　結局あいつも美形で親が金持ちでリア充要素がある野郎だったからな！　自分の居るべき場所に戻っただけさ……あいつが幸せになるならそれでいい……」

　

「田中……お前それでいいのかよ……俺達知ってるんだぜ……お前がショタコンロリコン趣味の（吐き気がするような）両刀野郎だって事を……好きだったんだろ？」

お前らだって最低の性癖の持ち主の癖に……。

「言うな馬鹿野郎……もう何もかも遅いのさ」

　

　

　

後日

　俺は学校の指定鞄にぎゅうぎゅうにエロ本を詰めて向かった。

検査するならすればいい、俺は自分の変態に何ら恥じるところはないのだから。

エロ本を堂々と持って来れない学校など学校じゃないっ！

　

「中山っ……！」

　

俺は校門にたどり着いて驚愕した、何故お前が其処にいるのだ！

心までもリア充共に売り渡したのか……。

「やぁ……田中君、鞄の中を見せてくれるかい？」

「くっ……見るがいいこれが俺の思いの全てだ……」

中山に鞄を差し出す俺……まさか最高の親友であり最愛のショタであるお前に引導を渡される事になるとは、悪くない。

「……これはっ」

さよならだ中山、元気でやれよ。

お前が彼女を作って普通の幸せを謳歌しているのを影でじめじめと見守っているよ。

　

「異常なしっ」

　

え？　一体どういう事だ！　これが異常じゃないなら何が異常なんだ！

自分で言うのもなんだが世間一般的にはこれは異常だろ！

　

「田中君……早く行ってくれ、怪しまれるよ」

　小声で俺にささやく中山。ちょっと耳が気持ちよかった。

あぁ、でもそうか……全て理解したよ。お前がやろうとした事をな。

一人で全部背負い込みやがって。どうせ俺達みたいな変態がエロ本を持ってきたときはお前がチェックして見逃してくれるんだろ？　

見たところ周りの奴はだるそうな顔をしてるから、不可能じゃないだろうよ。

でもな。

　

「馬鹿野郎！」

俺は鞄の中に入ったショタ本＆ロリ本を地面に全てぶちまけた。

　

「え？　なにあれ？　変態？　うわーーーキモイ～～」

「まじ引いた……田中君ってそういう人だったんだ。見た目どおりだね」

「ふひひっ……萌える、早起きしてよかった」

何か変な奴が一人いた。

　

「田中君……どうしたんだよ。早く隠さなきゃ」

「お前が居なきゃエロ本を学校に持ってこれても何の意味もないんだよ！」

あぁ、キモイだろうよ、精神異常者？　上等だよ。俺はこいつさえいればモーセやイエスから石投げられたって平気だね。仏教徒だし。

「田中君……（うっとりした顔で）」

　

「好きだ中山！」「田中君！」

　

　そして二人は永遠に結ばれた。

　

☆★☆★☆★

ふひぃ、勇者学園の購買部にはこういった物を置いているとは…素晴らしいな。

「何見てるの？」

うわあああ。

「絶対に見ないでください！　呪われますよ！」

これは私の現在進行形の黒歴史なのですよ！

あれ、でもよく考えてみたらこの子も素質あるかもしれませんね。

茨の道に引き込めるかも？

「……それよりいつになったらお兄さんを紹介してくれるのさ！　アブノーマルな雑誌も買い込んで勉強してるのに！　道具は高くて買えなかったけどお兄さんが持ってるよね？」

準備満タンですか！？　止めておいた方がいいと思いますよ。

「おい！　お前ら聞いたか！？」

突然寮のドアを乱暴に開けて入ってきたセコスと彼の左腕に巻きつくラスティ、女装してるって事は男の娘になったのか。

　

「何ですか、セコス。入籍のご連絡ですか？」

「それはまた今度なんだよロイ君。

君には友人代表のスピーチをお願いしようと思っているんだけどやってくれるかな」

ふひょー。ふひょー…。

「ちげぇよ！　そんな予定はない！　俺が此処に来たのは……お前らにとんでも無い知らせがあんだよ！」

何なのでしょう？そういう風な前置きする奴に限って大した事を言わないという法則を証明しにきたのでしょうか。

　

　


「勇者学園が潰れた！」


　


　え？


　

　

　　　☆

　


一方その頃ロイは。


　

「ロイ！　大変よ！」

慌てた様子で邪龍族のプリンセスドゥーニャが訪れてきた。決闘で灰にされた過去も今ではいい思い出だよね。しかし一体どうしたのだろう、僕に抱かれたいのかな？

じっくり攻略していくつもりだったけどそっちがその気なら僕に断る理由はないのだけど。

　

「クーデターよ！　アリエッティ校長が現魔王メリリーンに反乱を起こしたわ！　

ここも危ないわよ！」

　

　ほうほう。

　


☆そしてまたまたロザリーは。


　

　

　

　私とアルス兄を探して三里ぐらいwithスライム魔人賊～～

　

　勇者学校はあの無駄な豪華さを見たときから危惧していた通り、見事に潰れました。



学園長は夜逃げしたそうです。まだ一度も見た事はないですけど、はげてたらしいです。


「潰れちゃったんだ！　ならお兄さんに会いにいけるね！　連れて行ってよ！　アブノーマルなプレイもそろそろ実践してみたくなっちゃった！」

一度約束してしまった手前、断る事もできずに魔国へと赴く事になってしまったのですが、とてつもなく不安だった私の精神的な弱さがこの状況を招いたでしょうか、街道を歩いていると何でか知りませんがスライムっぽい魔人女が目の前に立ちふさがっております。

「一体貴方は何者ですか…」

「くっくっく、学園を首になって何をしようかと思っていれば、こんなところに弱そうなカモが二人！　奴隷商人に売って、二十年ローンでバールッぽいバールを買う頭金にしてやるぜ！」

どれだけ高いバールっぽいバールを買うつもりなんでしょうか……。

もしかしたらぼったくられてる可能性がありますね。

「ロザリー……どうするのさ、言っておくけど僕は勇者学校にもお金の力で入ったからげきよわだよ！」

そんな事を胸を張って言っちゃ駄目でしょう。めっ。

「どうしても見逃して欲しいなら謝罪しろぉ！　（謝罪が）欲しいぃ！！」

うわ、何この人……気持ち悪い。バールっぽいバール振り回さないでくださいよ。

大体それただのバールにしか見えないんですけど？

「ロザリー、僕お金持ちの子供だから人に謝った経験なんてないよ……おままごとで医療ミスに対する謝罪はやったことがあるけど」

どこまで想定してるんですか！？　ごっこ遊びで医療ミスまでいっちゃ駄目でしょう！　ちゃんと直してあげなさい。

「貴様らぁ！　謝罪するつもりが無いならバールの餌食になるがいいぃ！！」

バールを振り回して向かってくる、スライム魔人の攻撃をひぃぃと情けない声を出しながら逃げる私。何ですか、情けない？　しょうがないじゃないですか！　あの能力も女の人相手には使えないですし……地力は正直そこらへんの魔族以下なんですよ！

全く兄が羨ましいです！

「ロザリー頑張って～～」（たったったと駆け出す音）

逃げよった！　あの子逃げよったよ！　そのいさぎよさは逆に評価してあげたいけど逃げちゃ駄目でしょう！

「逃がすか～～！　バールアァァァタァァァック！！」

「うわ～～助けてロザリー！　顔に傷がついたら困っちゃうよ～～！！」

本当にあの子の価値観は顔だけですね、親の教育の仕方を疑いますよ。

でも、私が行っても助太刀にはならないんですよ。弱いから。

自業自得とはいえどうしましょう。

「あれ？　どうしたんだいロイ君とアルス君じゃないか……？」

「え？」

声のした方向を見てみると其処にはセコスとラスティが馬車に身を寄せ合いながら乗っていました。気になるのはセコスが小さな声で何かぶつぶつと呟きながら目が死んでいる事です。洗脳でもされたのでしょうか、ていうかラスティの格好は何なんでしょう。

「もしかして手助けにきてくれたんですか？」

「いや、セコスと新婚旅行の途中にたまたま通りがかっただけだよ、助けてあげたいだけどこの旅行を一生の思い出にしたいから、悪いけど君達で何とかしてくれ、じゃあね！　セコス接吻しよう！」

「うぅ……やめてくれぇ……頼むぅ……俺は女が好きな異常者なんだ、変態なんだ」

「何を言ってるんだ……二人で抱き合ったあの夜あんなに激しかったくせに……ぽっ」

なにやら涎が出るような展開があったようですね。それでウエディングドレスを着ていた

のか。ただ一つだけ言いたい事がありますよ。

　

　何で結婚式に呼んでくれなかったんですか！？

　

　許せん。

　

「ヒデェよラスティ……媚薬使うなんて反則だろ……」

「一度抱いたんだから責任は取ってもらうよセコス」

「俺は女が好きな異常者なんだぞ？　それでもいいのか！？　浮気するぞ」

「その時は君を切り殺した後に泣いてしまうな……」

「……うぅ、何で人生って思い通りにいかないんだろう」」

そして手を振りながら去っていくラスティ。その姿は幸せそのもの。

セコスとのギャップが異様な光景ですが。

「何だせっかく謝罪でもしてくれるかと思って待ってやったのに……新婚旅行途中のレア謝罪が見れると思ったのにこの期待感を裏切った罪は重いぞぉぉお！！！」

振り下ろされるバールっぽいバールその時、スライム魔人の一撃を受け止めた男がいた。

「アルスきゅん大丈夫か～～～～！！！」

ん？　何処かで聞いた事あるような声ですね。

「シュラン！？」

何と、彼はアルスに地球上から消えて欲しい存在第一位を大差で爆走中のシュラン君。

相変わらずむさくるしいマッチョです。その歳でそんなに鍛えてたら成長が阻害されたりしないんでしょうか。というか貴方尾行してたのか？

「何だ貴様は……謝罪でもしにきたのか！？」（きらきらと期待がこもった目で）

どれだけ謝罪が欲しいのだろうこの人は。

ポリシーを感じます。良くも悪くも。

「ふんっ……貴様こそ俺の嫁に手を出すとは命知らずな奴だ……俺の拳の餌食になるがいいっ！」

「しゃざ～～～～いぃぃぃ！！」

「ぬおりゃ～～～あ！」

むさマッチョとにょるにょるしてるスライム魔人が闘っている間、特にすることもない私は、セコスとラスティのハネムーンに思いを馳せていました。

　

　１０分後～バールっぽいバールが砕けた事によって心まで砕けたスライム魔人はバールっぽいバールの破片を丁寧に集めてぐすぐすと泣きながら去って行きました。

（その時黄金のバールっぽいバールが実は金メッキだという事も発覚したのが主な要因だと思われる）

何か可愛そうになったので、ごめんねと言ったら

「そんな普通の謝罪欲しくない！　個性を見せろ！」

何て言われてしまいました。どうしろと言うのだ。

「シュラン……大丈夫？」

アルスが心配そうにシュランに声を掛けます。

「ファルスァゥゥ……フゴォフォォ……」

シュランはあの死闘で相当ダメージを負ったようです。

元々むさマッチョでしたが顔は渋くて格好よくなりそうだっただけに、鼻もひん曲がった今の彼が不憫でなりません。面食いのアルス的には彼はもはや完全にアウトでしょう。

「シュラン命がけで守ってくれるなんて……好きっ！」

何と言う事でしょう、あの顔で男を選ぶタイプのアルスが今のシュランの醜い顔を見て靡くなんて。つり橋効果でしょうか。まぁ男は顔じゃない事がわかったならいい事です、まさかこの短時間で人の価値観が劇的ビフォーアフターするなんて。

「フゴォフゴォ……？　フゴォフゴォ？」

もはやフゴフゴ言ってて何言ってるんだかわかりません。

まぁ涙を流して喜んでいるのはわかりました。

「ただね、僕本当な女の子なんだよ……それでも僕を愛してくれる？」

さっそく告白するんですか！？　度胸ありますね。

「フゴフゴフゴォ」

もはや喋っている意味が無いのではないでしょうか。

「え？　そんな……そんな事を言われたのは初めてだよ……」


「フゴフゴ」


「大好き！」

もはや以心伝心ですか、というかこんなところで抱き合うって……いやもっとやれ。

「ロザリー僕、シュランと共に生きる事にするよ！　君のお兄さんの顔は魅力的だけど、命がけで僕を守ってくれたシュランに何か大切な愛みたいな物が感じられたんだ……」

ふひょーーー、ふひょーーー。

止めなさい、腐女子許容量オーバーですよ。

「シュラン大好きだよ～」


「フゴフゴォ……」


「きゃっ！　恥ずかしいよ！」


「フゴッ」


ちゅっちゅしながら私の元を去っていく二人。

ラブラブにも程があります。

そして二人は末永く幸せに……いやまぁ先の事は言わないでおきましょう。

人生、何が起きるかわからないから。

　まぁ、せっかく近くまで来たことですし、兄に久しぶりに会いに行って見ましょうか。

あれ以上変態になっていなければいいのですが。

　

☆★☆★☆★

　

「なんであたしまでこんな目に……」

アリエッティ校長が魔族に反乱を起こした知らせをドゥーニャが持ってきた後、面倒な事になったが叩き潰してＳＭプレイでも楽しもうと思っていたら、

ゲロネズミーヌ狂頭に捕まってしまいました……。

返り討ちにしてやろうと思ったけど、可愛い小さな女の子がせっせと背伸びしながら僕を縛り上げようとする姿をもっと見たい、もうちょっと見たいと欲張っていたら、いつの間にか逃げ出せないレベルまで縛り上げられていました。そのときついでにドゥーニャまで縛られてしまいました。

とりあえず縄が喰いこんだその卑猥な肢体を一生忘れないように、脳の一番大事なメモリーに保存する事が僕の責務なのですよ。「凝視するな！　は、恥ずかしいでしょ！」

とか言ってくる所がまた素晴らしい。わかってるね、ドゥーニャ。

女の子は恥じらいを忘れちゃいけないよ。

「やったでちゅ……これでアリエッティ校長が魔王になった暁には副魔王の地位が保障されるでちゅよ……史上最年少の副魔王の誕生でちゅ……いずれはアリエッティ校長も何らかの手段で引きずり落としてやるでちゅよ」

黒い幼女もおぞましく素敵に可愛い。

「ゲロネズミーヌ終わった？」

「あ、あアリエッティ校長一体どうしたんでちゅか？　此処にはだ、誰もいないでちゅよ」

動揺のあまり訳の分からない事を口走っているゲロネズミーヌ狂頭。いるしね僕達。

「ふぅ～～ん、まぁいいわ肩揉みなさいよ、次の日に揉まれた所に違和感感じたらひねりつぶすからね」

「は、はいでちゅよ！　この糞女、こんにゃくに包まれて窒息死すればいいでちゅよ……（小声で）」

３歳に肩を揉ませる校長……人間的にどうなんでしょうね。

魔族的にはありなんでしょうが。ていうか何でこんにゃく？

はっ！　さてはこんにゃくメーカの回し者か。いくらもらってるんだろ。

近頃のこんにゃくメーカの懐具合を考えてみると５千万ぐらいはもらえるのかな。

「この餓鬼を人質にして、あのヘルニア治療で糞婆が何処かに言っている間に魔王の地位から引きずり落としてやるわ……あんたもまた出世させてあげるわよゲロネズミーヌ」

「はいでちゅ！　一生アリエッティ校長についていくでちゅよ！　とりあえずゅは……」

さっきまで、引きずり落としてやると言ってたのに、何て裏表のある幼女だ。

それを声に出してるあたりがまだ子供だな、ソレに気づかない鈍感な校長もどうかとは思うが。

きっと親の育て方が悪かったんだな。僕と一緒だ。

ただ、幼女の性格が捻じ曲がってるのは萌え要素になるけど、僕の場合単なる屑に見られる可能性があるから世の中って不思議だよね。

「じゃあアリエッティ校長、リラックスできる場所でマッサージさせていただくでちゅよ」

「そうね、おい其処の餓鬼！　もしも逃げ出したら２４時間マラソンをがちで走らせた後汗の臭いを堪能したら、凄い高い山の間を命綱無しで渡らせるから覚悟しろよ！」

臭いフェチなのかこの人…。というか２４時間マラソンをガチで走らせるってどういう事ですか。まるで２４時間マラソンが本来はやらせだって言ってるように聞こえますよ。

失礼な話ですね。途中でタクシーなんか乗ってないですよね？

部屋から出て行く狂頭と校長。

「ねぇ、どうするのよ…大体なんで私までこんな目に…こんな事なら仏心出してあんたに教えにくるんじゃなかったわ…馬鹿すぎるわ…」

「そうだね」

「フォローしなさいよっ！」

ふぅ～、我侭な子だね。嫌いじゃないよその性格。

「いい子だね。縄が似合うし、そういう所もプラス要素だよ」

「縄が似合うって何よ！？　う、う、嬉しくなんか無いんだからねっ！」

のわりには、意外と満更でもない表情で頬を染めているのはなんでかな。

ほんと魔族の価値観ってよく分かんないよね。

「う～～ん、指一本動かせないぐらいきつく縛られちゃってるな…これじゃさすがの僕でもどうにもなんないや…燃やせないの？」

「駄目よ…魔力を封じる特別製の縄で縛られたみたい…くぅ、ふぅう…気持ちいいぃ、何でぇ…」

何えろい声出してるんだ。この状況で誘うなんてとんだびっちだよ！

まぁ、皇太子殿下の結婚なみに喜ばしいけど。

「大丈夫ですか？」

　何だろう、この声は凄く懐かしいような気がする。

　

　

　

「ロザリー！？」

「え？　一体誰なのよこの子…まさか彼女なの？　そんなのって…」

「久しぶりですね、馬鹿兄《わたし》、後私はこの人の彼女じゃないですよ」

誤解しているようなので訂正しておきます。

「いやいやわが最愛の妹《ぼく》も元気そうじゃないか…何しにきたの？」

「助けに来たに決まってるでしょう…」

「そうなんだ…てっきり兄のあれの味が忘れら無くてきたのかと思ったよ」

ホームシックならぬ兄シックですか、ってそんなのあるわけないでしょうがこの変態！

大体あれって何ですか！　それじゃまるで私達がよからぬ事をしてるみたいでしょうが。

「何なのあんた達…姉妹でなんておかしいわよ！」

この人はまだ兄が男だという事を知らないようですね。

知る機会がないのが一番ですよ。

「あぁ、言ってなかったけ。

僕男だよ」

何故今このタイミングで言うんですか！！　ややこしくなるでしょう！

「え？　ど、どういう事よ？？」」

理解できないというこの表情、そりゃこの状況でそんな事実を知らされても処理できないよね。

「まぁとにかく早く逃げましょうよ…厄介なことになる前に」

「何を言ってるんだい、ロザリー！　やられっぱなしで黙ってちゃＨなイベントは起きないんだよ！　それでも元は僕なのかい？」

　Ｈなイベントなんて起きなくていいですよ。安全第一でいきましょうよ。

子供頃から信号は青で渡って手を上げるタイプだったじゃないですか私達は。

まぁそれでも轢かれるときは轢かれるんだから世の中残酷です。

後、生まれたのが少し早いからってさも自分がオリジナルのように言っていますがそれはどうなんでしょうね。

別の人間でありたいという気持ちもありますが。

「さぁ行こうじゃないか！　栄光の道を歩むのだ！」

栄光の概念を勉強してきなさい兄《わたし》よ。

大体仮にあなたにとって栄光の変態ロードだとしても、家族にとっては赤っ恥ですよ！

「ね、ねぇ、ど、どういう事よ？　お、お、男ってどういう事なのよ？」

「うるさい！　細かいことをいつまでも気にしたら負けだよ！　ほら、間違った事を言ったらごめんなさいしなさい」

無茶苦茶言うな。

「えぇ…ごめんなさい、言っておくけど悪いと思ってなんかいないんだからねっ！」

謝った！？　というか、悪いと思っていないなら謝らなければいいのでは…誠意無き謝罪にも程がありますよ。しかし素直（？）に謝ったのは評価します。こういう子を妹にしたいかも、そしてゆくゆくは私の腐った趣味の後継者に…。

「ねぇ、何であんたの妹は私をふひふひ笑いながらじっとりした視線で見てくるのよ…」

「レズだからかな？」

違いますよ！！　大体、ふひふひ笑ってなんか…いや、でもじっとりした視線では無かったでしょう。せいぜい生ぬるいぐらいで。人の心を傷つける表現はやめましょうよ、其処はあなたの治すべきところですね。もう頼まれたって妹にはしてあげません。

「じゃあ行こうかロザリー」

「はい、あ、でもその前にこの人の縄も外してあげ」

「正気かロザリー！！」（ぱしぃんと頬を叩く音、音の割には痛くない、このテクニックは前世で漫才研究会の女子部長のパンツを賭けた漫才勝負の時に身に付けたやつですね）

「縄に縛られた女性はほどくのは確かに正しい事かもしれないけど、それじゃ変態として最低だよ！　徐々に縄で縛られて色々我慢してる所を楽しみたいんだよ！」

貴方が最低ですよ！　後、私は変態じゃない！

「そんな事考えてたのっ！？　ひ、酷いわよっ、早くこれをほどいてよぉ……でも感謝なんかしないんだからねっ！」

いや、だからやる前にそういう事を言うのはやめなさいよ…。

　

　

　

　寮の自室から脱出した僕たちは一路、校長室へと乗り込んだのです。

途中、行く手を遮る美女たちがいましたが、ロイ君に倒された後はスタッフが美味しくいただきました。（エコですね）

　

　そして学園の三分の二を占める巨大な校長室の扉を開けた先には縄で縛られてあふんあふん言ってる校長がいました。

　

「あふんっ………」

　

「どうも」

　挨拶は一般常識として欠かせないよね。

　

　

「きゃぁあ！！　早く解きなさいですぅ！　このあほっ！！　見られちゃったじゃないの！」

「そそ、そんな校長が縛ってくれって言ったからでちゅのに…いつもすっごくキモチイイィって言ってくれるでちゅのに」

「口答えしてんじゃないですぅ！　大体ゲロネズミーヌ！！　あんた縛り方が下手になったんじゃないの！！　耳の穴から手を突っ込んで三半規管がたがたいわされたいのっ！

このあほっ！」

何故そんなにもお仕置きの仕方にひとひねりを加えるのか、理解しがたい。

というか三半規管ってがたがたいうのかね？　三半規管ががたがたした経験がある人は手を上げてほしい。そして静かに下げてほしい。上げた人はあんまり人の言う事に簡単に従う癖は止めたほうがいいよ。もっと自分を持とう。そして本当に三半規管がおかしいなら病院に行ったほうがいいよ。

「こ、校長…ご、誤解でちゅ、毎日校長に言われたとおりに２時間椅子に座って縄縛りの理論研究をしてるでちゅよ。ノートも提出してるでちゅよ」

「実践練習を怠ってるからこういう事になるのよっ！　このあほっ！　降格させるわよ！

このあほっ！」

罵詈雑言がシンプルなのはいいとして。縄を縛る実践練習とか理論研究とか役に立つのかな、研究成果はどうでもいいが実践練習の際には是非呼んでいただきたい。

縛られている相手の質によっては親が瀕死でも行く。

「くっくっく、まぁいいわ！　あの糞婆を叩き潰す前に肩慣らしといこうじゃないのっ！

いいわねゲロネズミーヌ！　あんたもやるのよっ！」

「はいでちゅ～～…」

「馬鹿兄《わたし》…任せました」

「わかったよ！　ロザリーは弱いからこそこそ隠れてなよ！　むしろ邪魔かもね」

「……くぅ」

悔しがっている妹の顔もなかなか可愛いですねぇ…この短い間に魅力的な女子に育ったものです。ただ何故か変態特有の臭いがするのは…気のせいかな。

「ねぇ、いつになったらほどいてくれるのっ？　ほどいてほしくなんかないんだけどねっ」

「兄が勝利の暁に救い出した姫と抱き合うというシュチュエーションを味わいたいそうなので、申し訳ないですがもう少し我慢してください、トイレとか大丈夫ですか？」

「トイレに行くときはほどいてくれるの？」

「いえ、私が脱がしたり拭いたりしてあげます」

「なによそれっ！　恥ずかしいじゃないの！　大体あんたみたいな男の娘にそんな事されるなんて屈辱絶対いやっ！」

　

「へぇ、私を相手に一人とは余裕ね…その自信叩き潰してあげるわ…というかその前に縄を解きなさいゲロネズミーヌ」

「わ、わかったでちゅよ…」（するすると縄が外れる音が室内に響く、この隙に一撃叩き込もうかと思ったけど、さすがにそれはちょっと好感度が下がりそうなので止めておくよ。古今東西の悪役ですらヒーローの変身中には手を出さない礼儀を守る現状から考えるに、まぁ彼らが好感度を気にしているのかどうかは分からないが）

「ふふっ…気持ちよかったわぁ…今の私はストレスも無いお肌つるつるの状態、糞餓鬼がこの私に逆らった事を後悔させてやるわよっ！」

「御託はいいのでさっさとかかってきて欲しいですね、小物の臭いがしますよ」

「な、なにを人を小物扱いして！　私みたいにビッグな臭いがする女はいないんだからねっ！」

「本当ですか？」

「う、疑うなら嗅いでみたらいいじゃないっ！」

いいの！？　喜んで嗅がせていただくよ。

「くんくんっ…ふむ…」

脇の臭いを嗅いでみました。

「はぁはぁ…うぅん…ど、どうかしら？」

凄く甘酸っぱくて凄く臭くて良いにおいが脇からするけど、何でこんな状況になってるんだろう。

「ぺろぺろ」

「きゃああああ！！！」

臭いを嗅ぐのもいいですが、刺激が欲しいのでぺろぺろ舐めてみました。許可を取った方がいいのはわかっていますが、仮に申請したとして受け入れていただけるとは思わなかったので。

「なななな何を人の脇を舐めてるんですぅ！！　この変態っ！」

自分の臭いを人に嗅がせて興奮する人も十分変態だと思うのですが。

「で、臭いはどうだったです…」

「臭かったです」

「え」（泣きそうな顔になる）

「もう鼻が曲がるかと思いました。でもそこが…あれ」

逆に興奮してナイスでしたと言おうと思ったら、アリエッティ校長は膝を抱え込みながらめそめそしだしました。

精神力弱いな…。


「うぅ…私って臭かったの…あの糞婆に散々加齢臭がするって馬鹿にしてたのにっ！　とんだあほよっ！　お風呂に入らないのが原因なのかな……」


僕、後でお腹壊さないかな。お酢でも飲めればいいんだけど。

「校長！　大丈夫でちゅよ、フローラルないい香りがするでちゅよ！」

「フローラルな香りって何よ…」

「トイレでよく香るでちゅ」

「トイレですって！？」

それはトイレ自体の香りでは無いよ。まぁ皆さんの中には家のトイレは元々フローラルだという方もいるかもしれないが、その場合耳鼻科か精神科、もしくは家自体に異常があるかもしれないからクレーマーの人は建築業者に苦情を送ろう。「家のトイレからフローラルな香りがしてるけど、どうしてくれんだぁごらぁぁぁ！！」とごねまくればもしかしたらたんまり金をもらえるかもしれないね。まぁ何故トイレからフローラルな香りがしていたら嫌なのか理由を考える必要はあるけれど。たとえば両親がフローラルな香りがする奴に殺された過去があるとかいくらでもでっちあげるといいよ。

「うぅ…もういいわっ！　あんたを殺して無かった事にしてやるっ！　私は臭くなんか無いのよっ！　凄くいい香りなんだからっ！」

何ですかそれ。

事実は認めようよ。酷いよ、臭いよ、臭いんだよ校長。

「校長！　立ち直りの速さを尊敬するでちゅ！　……やっと立ち直りやがったでちゅ……今後の展開によっては裏切ってあっちにつく可能性も視野に入れておくでちゅか（小声で）」

「そうでしょ、そうでしょ、私って本当おぞましいぐらい人望あるのよね～～」

アリエッティ校長。貴方が人望だと思っているのは赤ちゃんの前に積み上げられたトランプタワーのように儚いものなのです。

人の心ってわからないもんだね。

「いくわよぉこの糞餓鬼！　二度と脇をぺろぺろ舐められないように舌をちょんぎっってやる！」

それは困る。舐めたいものも舐めなれない世の中なんて……。

「ふふ、かかってきなさいっ！　まずは余裕で全力の一撃に耐えて『つ、強い…』みたいな感じにしたあとに圧倒した後に『私は後三回変身を残しています』とか言って絶望をあじあわせてやるわっ！　まぁ変身なんかできないけどね！」

それを先に言うところが小物臭がプンプンに蝿がたかるぐらいする原因だと思うんだけど。

そこが可愛いからいいや。

「いきますよっ！」

「こんのぉぉくそがきがぁぁ！！！」

拳がぶつかる。ちょっと痛い。

「あぁぁぁぁああああああ！！！！　痛いぃぃ！！！　でも気持ちいいぃぃぃ！！」

転げ回ってるアリエッティ校長。そんなに痛かったのか。

でも気持ちいいんだね！　やっぱりＤＯＭ《ドエム》。唯あんまりそういう事は叫ばない方がいいんだな。

「だ、大丈夫でちゅか……？　意外と弱かったんでちゅね……寝返るでちゅか？（小声で）」

心配そうにアリエッティ校長に駆け寄りダメージを確認しつつ、裏切るタイミングを計る黒い幼女ゲロネズミーヌ狂頭、ちょっと彼女の将来が心配になってきました。

「ありがとうゲロネズミーヌ……私はいい部下を持って幸せだわ……」

「もちろんでちゅよ！　このゲロネズミーヌ校長の為なら例え火の中水の中あのこのスカートの中でも潜り込んでみせるちゅよ！」

「じゃあ特攻してきて」

「でちゅ？」

「作戦変更よ、まずあんたがあいつに玉砕覚悟で突っ込んで、隙をつくってちょうだい」

「じょ、冗談でちゅよね……僕ちゃんが死んだら校長を縄で縛って言葉責めする役目はどうするでちゅか」

「代わりはいるわ」

「だ、だれでちゅか」

気になるのか？

「もうそれは凄いテクニシャンなのよ……その道百年のベテランだし、この間なんか凄く気持ちよくって……もう離れられないわ……」

「ひ、酷いでちゅよ校長！　う、浮気者！」

付き合ってたんだ……アンバランスなレズカップルだね。

「とにかくっ！　私の為なら死んでもいいって言ってくれたんだから責任は取ってもらうわよ！」

「死んでもいいなんて一回も言ってないでちゅ……」

「あ？」

「い、行くでちゅよ、だから叩かないでほしのでちゅ……」

「ありがとう！　ゲロネズミーヌ私はいい部下を持って幸せだわ！」

「こっちこそ最悪の上司を持って幸せでちゅ……」

とぼとぼとこちらに向かって歩いてくるゲロネズミーヌ狂頭。

何故にや～～と笑ってるんだろ。両手を合わせてすりすりしてるし。

三歳の子供がするべき顔じゃない。

「いや～～さすがは先代魔王のお子さんでちゅ……その圧倒的な強さにこのネズミーヌ感服いたしたでちゅっ！　是非僕ちゃんをお仲間に入れていただけるとうれしいでちゅっ！」

清々しいまでの裏切りっぷりだな……アリエッティ校長驚きすぎて顎がくがくさせてる。

「ゲロネズミーヌ！　このゲロ野郎！　裏切り者！　最低よっ！」

「うるさい黙れでちゅ！　大体僕ちゃんの名前はネズミーヌでちゅ！！　初めて会ったときに緊張しすぎてゲロ吐いたからっていつまでもそのあだ名で呼ぶなでちゅっ！　この変態縄フェチどＭ婆！」

人の失敗を馬鹿にした渾名をつける人っているよね……。

「ば、ばばあですって……どたまに来たわよこのゲロ野郎っ！　お尻ペンペンしてやるっ！」

「……ロザリー様、どうかネズミーヌをお守りくださいでちゅよっ！」

ここまで酷い口喧嘩を見たのは前世で父さんがびっちぽい幼女に露出した時、偶然親戚のおばさんの娘だった時のおばさん対父さんの時以来だな。

「ふむ……どうしたものかな……」

可愛らしい美幼女を助けてあげたいが、このまま放置してお仕置きされるのを見てみたい気もする。

「ろ、ロザリー様……どうかこの卑しいネズミーヌにお慈悲を与えてくださいでちゅ、ロザリー様のお望みとあらばこのネズミーヌなんでもするでちゅよ！　足だってアイスみたいに舐めるでちゅ」

何でもするだって……でもこういう台詞を言う人って漫画とかでいたけど全裸で町内一周ぐらいしてくれる事を期待させといて、実際たいしたことしないんだよね。

「まぁ、いいかな。どうせ校長とは決着を付けなきゃいけないし……」

「あ、ありがとうでちゅよっ！　縄で縛られたくなったらいつでもするでちゅ！」

そういう趣味はないこともないが、反対の立場の方が望む所ではある。

「な、なによっ！　あんた私とゲロネズミーヌのプライベートな関係に口を出そうって言うの！」

「……」

「くっ！　見てなさい……私が本気を出したら凄いんですぅ！」

何でしょうこの台詞……親からやればできる子と言われて育った弊害でしょうか。

この類いの台詞を放つ人は大概、やっても出来ない子か、そもそもやらない子なんですよね。

「はぁぁぁぁ！！！」

……この体中から迸しっている黒い炎は何処かで見覚えがあるような……。

灰にされた前例もあるから早めに潰しておこう。

　

「やめてぇ！！」

　

「べぼろぉぉんぅ！！　……へぶ…へぶへぶ……」

　

　あ、ちょっとやりすぎたかな。

気絶しちゃったかなでもなんで……ドゥニャー？

　

「おでんがどうなんだなぁ～～」

　

☆★☆★☆★

アリエッティ校長の過去。

　

　彼女は天才だった。

初代魔王を務める名門の一族といわれる家の歴史の中でも始祖と並ぶ才能の持ち主と言われて育ってきた。

次期魔王の座は彼女になる筈だったのだ。先代魔王の娘が彼女を超える天才でなければ。

魔王を決める方法は極単純だ。一番

　

　強い者が魔王。

　

　それ故に魔王の座を求める者は決して負けてはならない。

負けたとしても、その事実と負けた相手をあらゆる手段を講じて抹殺して、優雅にティータイムを満喫するメンタリティがなければ魔王など勤まらないのだ！

「あら～～～すっごく弱いの～～ナナリ～びっくりなの～～」

そんな台詞を完膚無きまでに叩きのめされた相手に投げかけられた彼女の心中は察するに余りある。何度挑んでもまるで勝負にはならなかった。

後日、彼女はオーソドックスに靴に灼熱の地獄針（定価２８００ヘルル）を入れてみたり、人間の屑先生著【明日から相手が鬱になるいじめ方】の本に書かれているとおりの方法を実行してみたりもしたが、全く効き目がなかった。

「高級デリバリーを勝手に相手の家にしこたま頼んで、相手の財布をすかすかにしよう！　できれば相手が複雑な気持ちになる美味しいのをおすすめするよ！」を実行したときなど、そもそも魔王は金なんか払わないので、単純に相手に彼女がお気に入りの凄く美味しいデリバリーのお店を紹介する事にしかならなかった。

　

せめて太れと願ったのだが、相変わらずのぼんきゅっぼん体型だったのだ。

　

彼女自身スレンダーな体型であるが、毎日悪魔のなのに早寝早起きの健康的な生活を心がけて、つるぺったんな体型を維持しているというのに。（風呂にはたまにしか入ってはいないのだが、昔ながらの名門の悪魔は風呂嫌いが多いし、トイレにもウォシュレットはついていなのが一般的である）

「もう三ヶ月寝てないわ～～……凄い眠い…もう三ヶ月寝てないわぁ～～（睡魔との戦いに）敗北を知りたいわぁ～～」

なんて言ってる奴があんな羨ましい体型をしてるなんて彼女には許せなかった。

適度な睡眠を取らなければお肌かっさかっさのお腹たるんたるんな状態になるのがこの世のルールだろう。

　

　そしてその状況に耐えながらも、あの天真爛漫な糞天然女が魔王を引退したと思ったら、先代の糞婆の補佐をさせられるわ、次期魔王を育てる学園の経営を任されるわ散々な目に遭ったのだ。学園の教師は横領やら生徒の虐待やら盗撮やら不純同性交遊を率先して行う悪魔ばかり。

学園を初めてまだ１ヶ月にもならないというのに、経費は０。（元々少なかった）

その場合、自分の資財で運営しろと言われ、抗議をしようと思ったら「ヘルニアの治療中ですので面会はできません」などと断られ。

偶然出会っても「ヘルニアァァァ……」などと同情心を誘い、会話にならないし、させようとしない。

　

　そもそも普段から部下達に嫌われて哀れな魔王代理を装っているが、実際は自分のしたいようにできなければねちねちと責め立てその間も腰をさすりつづけて時々「ヘルニアァァァ」とこちらの罪悪感を誘いながら、相手に胃潰瘍か盲腸を発症させる糞婆だ。

この国はこのままにはしておけない！

「今こそ初代魔王の再来と言われる私が革命を起こし、全ての悪魔達を縄で縛られる喜びに目覚めさせるのだ！」という変な使命感に彼女は捕らわれていた。

そう、残念ながら彼女も変態なのだ。

　

　魔界の未来はとても暗い。

　

「姉様……」

そんな姉を心配する妹が一人。

　

☆★☆★☆★

　

「ドゥーニャー！！　しっかりしなさいですぅ！」

「姉様……」

「どうしたの？　縄が苦しいの？　解いてあげるですよ？」

「いえ最後はせめて縛られたままで逝かせてください……」（ポテリ）

「ドゥニャァーーーー！！」

あれ死ぬんですか？　う、嘘でしょう。

あの馬鹿兄。力加減を考えなさいよ！　という思いと殺意を若干混ぜ込めてじろりと睨む。

「てへっ♪」

笑って誤魔化すな！　男がそんな事やっても可愛く……いやショタっぽくて可愛く無いこともないですけど、とにかく笑って誤魔化すような人間になってはいけません！

うちのお父さんも自分の失敗を笑って誤魔化すたびにケツバット食らってたからね！　「あほぉぉおおん！！」って叫んでたからね「あほぉぉおおん！！」って叫びたくなかったら止めておこう。まぁ、公然猥褻罪で警察に捕まって笑って誤魔化そうとする人は中々いないでしょう。

「よ、よくもやってくれたわね……」

「いやぁ、まさか突然間に割り込んでくるとは思わなかったよ……というかどういった関係ですか？」

「姉妹よ！」

姉妹なんだ……。色々疑問はあるけど、今の空気では聞きにくいですね。

「ふむぅ……示談とはいかないかな」

「人の命を奪っておいて示談で済むと思わないでよねっ！」

悪魔とは思えないほど清い台詞ですね……。

「ごめんなさい」

「あ、謝ったって許されるわけないでしょうぅ！」

「ごめんなさい」

私も謝りました。一応この馬鹿も元は私ですからね。

「くぅ……謝ったって妹は帰ってこないんだからっ！」

「姉様……」

あれ？

「ドゥーニャ！？　生きてたの？　でももう少し死んだふりをしててくれる？　示談金でお菓子買ってあげるから」

「う、うん……」（ポテリ）

お菓子に惹かれたのか？　というか示談の方向で行くつもりなんですか？

「聞こえてるんですけど……」

「幻聴よっ！」

えぇ……それはいくらなんでも無理があるでしょう。

「幻聴か……」

何を納得してるんですか！？　性格悪い癖に変な所で素直なんだからこの馬鹿兄。

「とにかくお金よこしなさい！　お金がなきゃ世の中生きてけないのよっ！　か～ねっ！　か～ねっ！」

いきなり守銭奴の一面を見せられても、困ってしまいます。

「ロザリー、立て替えといて」

「な、何で私が……」

「いや、だって最近本を買ってお金無くしちゃったし、本当人間の屑先生の著書は法外な値段だったよ、巨乳の女の子の胸に挟まれてなかったら買ってなかったね」

「私だって（ボーイズラブ本で散財したせいで）そうですよ！」

「役に立たないなぁ……」

ピキピキ。こういうナチュラルにむかつく台詞を吐く所はお母様にそっくりです。

「ちっ……あんたら一銭も持ってないなんて……これだから糞餓鬼は！！　大体本当にお金持ってないの！？　ちょっとぴょんぴょんしてみなさいよっ！」

……昭和の不良みたいな確かめ方ですね。そもそも相手がお札しか持ってない場合どうするんでしょう。そういう相手から金を取った方が効率がいいと思うんだけどなぁ。

「ああああああああぁぁぁぁぁぁ！！！！」

「ん？」

「あ、あ、あ」

いきなりどうしたんでしょう。手がぷるぷる震えてるじゃないですか。

狂ってしまったのか？

「ナナァリァァァァァアァ！！！！！」

え？　お母様が此処に？　ぷるぷる震えた手で指さす方向にある校長室の窓の外を見てみると確かにお母様らしき人物が遠くにいるようです。

しかしこの距離で発見するなんてどれだけ敏感さんなのか……。それとも何かトラウマでもあるのでしょうか？

「あれ？　兄さんの使い魔のクロちゃんもいるじゃないですか」

「ん、そういえばクロいなかったなぁ」

忘れてたんですか……？

何の為に使い魔にしたんでしょう、若干痩せているようですし……ろくに餌ももらってなかったんでしょう。クロちゃんが不憫です。

尿を漏らしてしまいそうなぐらい怖い顔でなければ私が使い魔にしてあげてもよかったのに。

というか何をしに来たんでしょう。

何か食べていますね……。

あれはおでんでしょうか、あ、お父様が吐きました。どうやらあのおでん屋は糞まずいようです。お母様は美味しそうに食べてますね。

相変わらずの馬鹿舌ぶり。そしてこちらに気づいたようだ。

そうだ、お母様に助けてもらえばいいんじゃないでしょうか。しかしお母様はこちらに手を振るだけで帰ってしまいました。相変わらず私に対してちょっとドライ。

　

「うぅ……助けてロザリー」

「え？」

「ぼこぼこにされちゃった……」（縄に縛られ逆エビぞり状態のロイ、その顔には快楽の笑み）

な、何ですとぉ。あの馬鹿強い兄がやられるなんて……。

大体何故この短時間で縄に縛られているのか。自分から率先して縛られたとしか思えない。

「まさか、またＭの性癖を出したんじゃないでしょうね……」

「……ぴ～ひゃら」

図星か。

「うぅ……さすがは僕ちゃんの縄の師匠……縛る方の腕もまだまだ衰えてなかったでちゅね……」

貴方は何故止めない？　日和見な人なのか。

「何で全然抵抗しないのか気になったけどとにかくこれで私の勝ちよっ！　大人しく死になさいっ！」

「ひぃ……流石に二回も灰になりたくないよ……ロザリー助けて」

「私に言われても……弱いですから」

「何を言ってるんだ！　兄を見捨てるのか！？　お互いが一つに繋がっていた事もあるのに！」

「へ、変な言い方しないでくださいっ！」

その言い方じゃまるで私たちがちょめちょめしてるみたいじゃないですか！？

「あんたたち、不健全な関係だったですぅ？　こ、校長として奨励しないですぅ！」

そりゃそうだね。

「さぁ貴方も縛られる喜びに目覚めるです！　そして更正するです！」

「それは更正と言えるのでしょうか！？」

縄に縛られて喜ぶなんて人間としてどうなんですか！？

「私は国民｜全員に縄で縛られる喜びを教えてあげるんだからぁ！」

「嫌な国ですね」

「う、うるさいですぅ！　縛られたり縛ったりがいいんですよ！　縄で繋がるラブ＆ピースには戦争なんて無いんですぅ！」

「その価値観は私にはよく分からないのですが、まぁ人の趣味にどうこう言うつもりはありませんので、どうぞそのままの貴方でいてください。ただ縄で愛と平和は繋がない方がいいんじゃないでしょうか。そもそも繋げないんじゃないんでしょうか。

愛と平和を縄で繋ぐのは誰なんでしょうか」

疑問は尽きないんですよ。

「うるさいぃ！！！　燃えて消えろぉぉですぅぅ！！」

ぎゃあああああ！！　いきなり口から炎を出すなんてこの人何を考えているんですか！？

都合の悪いことは力で誤魔化すなんてラブ＆ピースじゃないんですよ！

　

　避けられないし、これは死ぬかもしれない。アハハ、短い転生生活でした。

　

　

「神登場！！」

　

「助けにきてやったのだ！」（おっと、神《噛み》ましたね、神だけに）

「な、何者ですぅ……？　突然現れて私の炎を消すなんて……」

「うるさいでちゅ！！　敗者はおとなしく縛られてるでちゅ！」

「何するです！」

「僕ちゃんの縄の味をもう一度味あわせてやるでちゅ！！　そこで死んだふりしてるのも来るでちゅ！」

「……な、何よ」

三人仲良く縄で繋がって校長室の壁にしか見えない隠し扉を開けて中へ入っていく、校長室にＳＭ部屋があるというのは本当だったのか。

「ちっす」

「何なのよっ！？　その挨拶は……大体あんた何で縛られてるの？」

「……気持ちよくって」

「アホ！！　本当に駄目な変態ね……まるで成長……いや悪い意味で成長しちゃってるじゃないの！」

「良いか悪いかは意外と長い目で見ると変わったりするんだよ」

「変態に今も昔もあるもんかね！」

視野の狭い神様だな。

「お久しぶりです、神様」

「あぁ、ロザリーね……貴方は中々常識人に育ったわね、嬉しいわ！」

「えぇ……まぁ」（ちょっと後ろめたい表情）

「どうしたのさ、ロザリーまるで実は男同士が絡み合う事をおかずにするちょっと特殊な性癖を持つ、腐った女子と書いて腐女子みたいな顔して……」

「何！？」

ロイの手でひらひらと舞うＢＬ本。

「見たなぁあぁ！！！！」

「うわ、怖い。だって鞄からはみ出してたんだもん、自分の性癖を持ち歩くのはさすがにどうかと思うな」

「うるさい！！」

「まぁまぁ、ちょっと待ちなぁよ……よく考えてみれば、この世界では同性愛は一般的みたいだし、気にすること無いよ。だから首をしめなぁいぃでぁぁ……ゴフッ！」

「そうですね……」

それでも、やっぱり恥ずかしい。

「しかし、一体何でこの世界ってこんな感じなんだろうね……」

「神は言えずにいた、自分が両刀使いであり、百合とか薔薇とかが大好きすぎて、自分の趣味丸出しの世界に彼らを転生させた事を」

「そうだったんですか」

「神は言えずにいた、特定の人間の寿命を伸ばすような行為は、創造神が作ったルールによって禁じられており、管理神である自分がもうすぐ消えてしまうことを」

「さっきから完全に声に出してる……さすがパンツ履いてないだけあって、心まで開放的なんだね」

「ちょっと黙っててください！」

「兄に対してその口の利き方はどうかと思うんだよ。あれ？　神様……何か透けてるよ？　あ、違うよ、性的な意味じゃ無くて。本当に透けてる……まぁ性的な対象として見ることもできるんだけど……ロザリー、首をしめないでよ」

うるさい。

「さよなら……命を賭けて助けたのに、涙を流して別れを惜しむような展開も無く消えていくのだ……正直期待してたのだ（ジト目）」

あぁ、神様ごめんなさい。

というか神様って、結構遠回しに嫌みを言うタイプだったんですね。

　

「ちょっと待つんだなぁ！」

　

　突如として校長室に現れたのは、なんと先ほどお父様がゲロを吐いた、糞不味いおでんの屋台を引いていた、ほんわかした美女だったのです。

体の所々におでんの串が刺さっている事から、恐らく相当不器用な人だと考えられます。

「うぅ……苦しいっス、助けてくれっす……もう一度だけ迷宮で処女を食い散らしたあの頃に戻りたいっす……ゲフッ」

あれはたこの魔獣タコスおでん鍋の中で煮込まれてる……きっとお母様が食材提供したんだな。

「創造神様！？」

「おっぱいでかいなぁ……」

「そう、何を隠そうこの私こそ世界の全てを作った創造神なんだなぁ、とっても偉いんだなぁ。最近趣味でおでんの屋台をはじめたんだなぁ、でも殆どの人がゲロを吐いて帰って行くんだなぁ、つまり胃の中に溜まった老廃棄物を出す効果もあるんだなぁ」

口調が何だか間抜けっぽいんですが……この人が創造神？　いまいち信用できない。

プラス思考ではあるみたいだけど。胸がでかくて、無防備に色々チラチラ見えるのは嬉しいけど。

「創造神様は大概の事はできるんだけど、料理だけは壊滅的に駄目なのよ……おでんを水で煮込むし、作り方は教えてあげても『誰にも真似できない独創的な味が作りたいんだなぁ、そんな事よりちょっと味見して欲しいんだなぁ』って言って聞いてくれないし……」

「ノーパニア、ルールを破った神には消えてもらわなきゃいけないんだなぁ……」

「わかっています」

「そうなんだけど、実はさっき初めておでんを美味しいって言ってくれるお客さんがいて気分が凄く良いんだなぁ、だから見逃してあげるんだなぁ！　ただこれからはパンツを履くようにするんだなぁ、履いてさえいればきっとこんな問題にはならなかったんだなぁ、後で廃棄するこんにゃくをリサイクルしてパンツしてプレゼントするから履くんだなぁ」

パンツを履いてさえいればこんな事にはならなかったのか……風が吹けば桶屋が儲かるような感じでしょうか。いやむしろパンツを履けば桶屋が儲かるんじゃないかな。

……あれ？

　

　何でさっきから兄と私の思考が混ざってるんだ？

　

「ついでにそこの分割された魂も元に戻しておいたんだなぁ、こういう事はしちゃいけないんだなぁ」

「は、はい……」

体が…徐々に一つになっていく……何だろうこの感覚は。

　

　まさか生まれ変わる前の僕に戻れるなんて……。

色々変態的な趣味が増えてるみたいだけど、工夫してこれからの人生に活用していこう。くよくよしないで前向きに生きていかないとね。

　

「じゃあ早速結婚式をしないといけないんだなぁ」

　

　え？

「あわわわ」

「あれ？　知らなかったんだなぁ？　次に生まれた神はノーパニアと結婚して新しい神を生み出してもらわないといけないのなぁ」

まじですか。はわわわ、こんな突然結婚することになるなんて諸葛※孔明もびっくりしちゃうよ、はわわわ。（青少年に発育に影響を与えるような文字は※で伏せさせていただいています、都条例万歳、石原さん才色兼備、きっと夜は絶倫だよね！　……これぐらい褒めといたらいいかなぁ）

「嘘でしょ……創造神様にＮＯとは言えないし……こんな変態と結婚するなんて絶対嫌！

二人で一緒に寝るのも嫌！」

僕、凄く嫌われてる……そんなに嫌われるような事したかな？

してない筈だ！　つまり僕は不当な扱いを受けている事になるよ。アメリカ人なら訴えるよね、でも僕は訴えないんだ。そんな優しい僕と結婚できるなんて幸せを噛みしめていいはずなのに、何故シェイクスピアが腕を折られたみたいな顔をしてるんだろう。

　

「汝、解放の神ノーパニアを愛することを誓うんだなぁ？」

　

「誓いますよ！」

旦那になれば合法的に見られる！　何がだって？　言わせんな恥ずかしい……（照れ）

「汝……えーと……これを愛すること誓うんだなぁ？」

これ呼ばわり！？

「……えぇ……」

反応は何なんだい！？　精神力には自信のある僕でもさすがに傷つくよ！？

この恨みは結婚初夜に晴らさせてもらうんだからねっ！

「じゃあこれにて汝らを夫婦として認めるのだ！　これから子作りに励むんだなぁ、お祝いに指輪をプレゼントするんだなぁ、イカリングなんだなぁ」

……タコスを輪切りにしたのを茹でたのを指にはめてくれたんだけど、タコスは多分タコなんだけど……まぁ魔獣だから関係ないか……？　まぁイカとタコなんて味も大して変わらないしね。細かいことは気にしないでおこう。

「……これで一応夫婦になったわけだから、名前で呼び合おうよ！　ノーパンちゃん！」

　

「ノーパニアよ！　今度ノーパンって言ったら殴るわよ！　大体……お前の名前は何なのだ？」

　

「え？　僕の名前……？　　　　

　

……………………ゼウスだけど」

　

　


なんと、この物語はギリシャ神話だったのです！


　

　

　

…………おわり。

　

あとがき

　

この小説をここまで読み終えた人は相当凄いです。

作者が初めて描いた小説で、基本カオスで黒歴史です。

この物語を読み終えた後に面白いと思ってくれた人がすこしでもいるといいなぁ。
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